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※「調査結果の分析」については、別冊にて掲載しています。 
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１．調査実施の目的 

保護者の生活状況や子育て支援サービスの利用状況および要望等を把握し、「いたばし子ども未来応援

宣言2025」各編の改定に反映させることを目的として実施した。 

 

２．調査の種類 

調査名 調査対象 

１．就学前児童保護者アンケート 現在就学していない子どもがいる保護者 

２．小学生児童保護者アンケート 現在小学校に通学する子どもがいる保護者 

 
 

３．調査方法と回収状況 

調査地域：板橋区全域 

調査対象：① 就学前児童保護者アンケート 現在就学していない子どもがいる保護者 

調査対象：② 小学生児童保護者アンケート 現在小学校に通学する子どもがいる保護者 

抽出方法：① 就学前児童保護者アンケート 

 平成24年４月２日～平成30年４月１日生まれの子どもを住民基本台帳から無作為抽出 

抽出方法：② 小学生児童保護者アンケート 

 平成18年４月２日～平成24年４月１日生まれの子どもを住民基本台帳から無作為抽出 

調査方法：保護者宛に郵送し、保護者に対しWebでの回答もしくは郵送返信を依頼 

調査期間：平成30年５月１日（火）～５月31日（木） 

 

＜回収状況＞ 

調査名 発送数 
回収数 

総回収数 回収率 
郵送 Web 

１．就学前児童保護者アンケート 2,000件 738件 376件 1,114件 55.7%

２．小学生児童保護者アンケート 1,000件 390件 170件 560件 56.0%

合 計 3,000件 1,128件 546件 1,674件 55.8%
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４．調査項目 

調査名 調査項目 

１．就学前児童保護者アンケート １．子どもと家族の状況 

２．保護者の就労状況 

３．産後ケア事業の認知度・利用度 

４．平日の定期的な教育・保育事業の利用状況 

５．地域の子育て支援事業の利用状況 

６．土曜・休日の教育・保育事業の利用希望 

７．病気の際の対応 

８．不定期の教育・保育事業や宿泊を伴う一時預かりの利用状況

９．小学校就学後の休日や放課後の過ごし方 

10．子育てと職場の両立支援制度 

11．子育て全般について 

12．調査票の回答者について 

２．小学生児童保護者アンケート １．子どもと家族の状況 

２．保護者の就労状況 

３．子どもの生活習慣 

４．子どもの進学希望 

５．子どもの休日や放課後の過ごし方 

６．子育て支援サービスの認知度・利用度・満足度 

７．子育て全般について 

８．調査票の回答者について 

 

５．調査結果を見る上での注意事項 

 

・本文、表、グラフなどに使われる「ｎ」は、各設問に対する回答者数である。 

・百分率（％）の計算は、小数第２位を四捨五入し、小数第１位まで表示した。したがって、単数回答

（１つだけ選ぶ問）においても、四捨五入の影響で、％を足し合わせて100％にならない場合がある。 

・複数回答（２つ以上選んでよい問）においては、％の合計が100％を超える場合がある。 

・本文、表、グラフは、表示の都合上、調査票の選択肢等の文言を一部簡略化している場合がある。 

・回答者数が30未満の場合、比率が上下しやすいため、傾向を見るにとどめ、本文中では触れていない

場合がある。 

 



 

 

 

 

第２章 

調査結果の詳細 

 

 

 

 
 

第２章 調査結果の詳細 

 

 

 



 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．就学前児童保護者調査 
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１．子どもと家族の状況 

（１）子どもの年齢 

問１ 宛名のお子さんの生年月をご記入ください（□内に数字でご記入ください。数字は一枠

に一字）。 

 

「０歳」が18.0％で最も高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）きょうだいの人数と末子の年齢 

問２ 宛名のお子さんを含め、お子さんは何人いますか。お２人以上のお子さんがいらっしゃ

る場合は、末子の方の生年月をご記入ください（□内に数字でご記入ください。数字は

一枠に一字）。 

 

きょうだいの人数は「２人」が46.1％で最も高くなっている。 

末子の年齢は「０歳」が25.1％で最も高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0歳

18.0%

1歳

15.6%

2歳

17.3%

3歳

15.5%

4歳

16.4%

5歳以上

15.9%

無回答

1.3%

n=(1,114)

1人

37.1%

2人

46.1%

3人以上

16.4%

無回答

0.4%

n=(1,114)

0歳

25.1%

1歳

20.7%
2歳

18.7%

3歳

11.9%

4歳

10.0%

5歳以上

9.9%

無回答

3.7%

n=(697)
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（３）同居・近居の状況 

問３ 宛名のお子さんとの同居・近居（おおむね３０分以内程度に行き来できる範囲）の状況

についてお答えください。続柄は宛名のお子さんからみた関係です。当てはまる番号す

べてに○をつけてください。 

 

「父母同居」が89.0％で最も高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）子育てを主に行っている人 

問４ 宛名のお子さんの子育て（教育を含む）を主に行っているのはどなたですか。お子さん

からみた関係で当てはまる番号１つに○をつけてください。 

 

「父母ともに」と「主に母親」がそれぞれ49.3％で最も高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

父母ともに

49.3%

主に母親

49.3%

主に父親

0.3%

主に祖父母

0.5%
その他

0.3% 無回答

0.4%

n=(1,114)

89.0 

0.1 

4.1 

3.6 

7.2 

19.2 

24.8 

4.2 

1.6 

0 50 100

父母同居

父同居（ひとり親家庭）

母同居（ひとり親家庭）

祖父同居

祖母同居

祖父近居

祖母近居

その他

無回答

n=(1,114) (%)
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（５）子育てを主に行っている人の健康状態 

問４-１ 主に宛名のお子さんの子育てを行っている方の健康状態について、もっとも近いもの

はどれですか。当てはまる番号１つに○をつけてください（問４で「１．父母ともに」

もしくは「４．主に祖父母」と答えた方は一日の中で宛名のお子さんと一緒にいらっ

しゃる時間が長い方の健康状態をお答えください）。 

 

「よい」が57.6％で最も高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

よい

57.6%

まあよい

21.6%

ふつう

15.1%

あまりよくない

3.8%

よくない

0.4% 無回答

1.5%

n=(1,114)
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（６）居住地区 

問５ お住まいの地区（地域センターの管轄）として当てはまる番号１つに○をつけてくださ

い。お住まいの地区がわからない場合は、同封の「地域センター管轄一覧」でご確認く

ださい。 

 

「板橋」が10.4％、「成増」が8.4％、「蓮根」が8.2％などとなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（７）日頃、子どもをみてもらえる親族や友人・知人 

問６ 日頃、宛名のお子さんをみてもらえる親族・知人はいますか。当てはまる番号すべてに

○をつけてください。 

 

「緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族にみてもらえる」が58.5％で最も高くなっている。 

一方、「いずれもいない」は21.6％である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

10.4 

3.0 

3.0 

4.4 

3.7 

4.9 

3.5 

3.7 

8.0 

4.8 

8.2 

2.2 

5.9 

3.4 

7.1 

8.4 

7.0 

8.0 

0.4 

0 10 20

板橋

熊野

仲宿

仲町

富士見

大谷口

常盤台

清水

志村坂上

中台

蓮根

舟渡

前野

桜川

下赤塚

成増

徳丸

高島平

無回答

n=(1,114) (%)

16.8 

58.5 

2.1 

15.4 

21.6 

0.4 

0 20 40 60 80

日常的に祖父母等の

親族にみてもらえる

緊急時もしくは用事の際には

祖父母等の親族にみてもらえる

日常的に子どもをみてもらえる

友人・知人がいる

緊急時もしくは用事の際には

子どもをみてもらえる友人・知人がいる

いずれもいない

無回答

n=(1,114) (%)
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２．保護者の就労状況 

（１）母親の就労状況 

問７ 現在の就労状況（自営業や家族従事者を含む）をうかがいます。当てはまる番号１つに

○をつけ、該当する□内には数字を２４時間制でご記入ください。「１．フルタイム就労

で就労している」または「３．パート・アルバイト等で就労している」に○をつけた方

は２４時間制で家を出る時間と帰宅時間の当てはまる番号１つにも○をつけてください。

 

① 就労状況 

「フルタイム（週５日程度・１日８時間程度）で就労している（産休・育休・介護休業中は含まない）」

が34.2％で最も高く、次いで「以前は就労していたが、現在は就労していない」が31.7％となってい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 【フルタイム】１週当たりの就労時間 

「31～40時間」が66.1％で最も高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

18.9

66.1

12.1

1.0 0.3 0.5 0.3 0.8

0

10

20

30

40

50

60

70

80

3
0
時
間
以
下

3
1
～
4
0
時
間

4
1
～
5
0
時
間

5
1
～
6
0
時
間

6
1
～
7
0
時
間

7
1
～
8
0
時
間

8
1
時
間
以
上

無
回
答

n=(381)(%)

フルタイム（週５日程

度・１日８時間程度）

で就労している（産

休・育休・介護休業

中は含まない）

34.2%

フルタイムで就労してい

るが、産休・育休・介護

休業中である

8.4%
パート・アルバイト等

で就労している

12.4%

以前は就労してい

たが、現在は就労

していない

31.7%

これまで就労した

ことがない

2.2%

無回答

11.0%

n=(1,113)
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③ 【フルタイム】出勤時間 

「7時台」が45.9％で最も高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 【フルタイム】帰宅時間 

「18時台」が43.3％で最も高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1.8

25.2

43.3

12.3

3.9
1.6 0.5 1.0 0.3

10.0

1.0

0

10

20

30

40

50

８
～
1
6
時
台

1
7
時

1
8
時

1
9
時

2
0
時

2
1
時

2
2
時

2
3
時

2
4
時

そ
れ
以
外
の
時
間

無
回
答

n=(381)(%)

0.3 0.3

3.9

45.9

35.2

3.4
0.8 - - 0.3

10.0

0

10

20

30

40

50

4
時
台

5
時
台

6
時
台

7
時
台

8
時
台

9
時
台

1
0
時
台

1
1
時
台

1
2
時
台

そ
れ
以
外
の
時
間

無
回
答

n=(381)(%)
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⑤ 【パートタイム、アルバイト】１週当たりの就労時間 

「30時間以下」が83.3％で最も高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ 【パートタイム、アルバイト】出勤時間 

「8時台」が55.1％で最も高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

83.3

14.5

- - - 0.7 - 1.4

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

3
0
時
間
以
下

3
1
～
4
0
時
間

4
1
～
5
0
時
間

5
1
～
6
0
時
間

6
1
～
7
0
時
間

7
1
～
8
0
時
間

8
1
時
間
以
上

無
回
答

n=(138)(%)

- -
1.4

12.3

55.1

14.5

4.3
2.9 2.2

4.3
2.9

0

10

20

30

40

50

60

4
時
台

5
時
台

6
時
台

7
時
台

8
時
台

9
時
台

1
0
時
台

1
1
時
台

1
2
時
台

そ
れ
以
外
の
時
間

無
回
答

n=(138)(%)
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⑦ 【パートタイム、アルバイト】帰宅時間 

「8時～16時台」が35.5％で最も高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧ 【パートタイム、アルバイト】フルタイムへの転換希望 

「希望はない」が41.3％で最も高く、次いで「希望があるが予定はない」が40.6％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

希望があり、転換予定

8.0%

希望があるが

予定はない

40.6%希望はない

41.3%

就労をやめて

子育てや家事

に専念したい

2.9%

無回答

7.2%

n=(138)

35.5
33.3

22.5

0.7 - 0.7 -
1.4 2.2

3.6

-
0

10

20

30

40

50

８
～
1
6
時
台

1
7
時

1
8
時

1
9
時

2
0
時

2
1
時

2
2
時

2
3
時

2
4
時

そ
れ
以
外
の
時
間

無
回
答

n=(138)(%)
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（２）父親の就労状況 

問７ 現在の就労状況（自営業や家族従事者を含む）をうかがいます。当てはまる番号１つに

○をつけ、該当する□内には数字を２４時間制でご記入ください。「１．フルタイム就労

で就労している」または「３．パート・アルバイト等で就労している」に○をつけた方

は２４時間制で家を出る時間と帰宅時間の当てはまる番号１つにも○をつけてください。

 

① 就労状況 

「フルタイム（週５日程度・１日８時間程度）で就労している（育休・介護休業中は含まない）」が

77.3％で最も高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 【フルタイム】１週当たりの就労時間 

「41～50時間」が36.3％で最も高く、次いで「31～40時間」が29.9％、「51～60時間」が15.6％となっ

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2.7

29.9

36.3

15.6

5.3
2.4

1.1

6.7

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

50

3
0
時
間
以
下

3
1
～
4
0
時
間

4
1
～
5
0
時
間

5
1
～
6
0
時
間

6
1
～
7
0
時
間

7
1
～
8
0
時
間

8
1
時
間
以
上

無
回
答

n=(826)(%)

フルタイム（週５日

程度・１日８時間程

度）で就労してい

る（育休・介護休

業中は含まない）

77.3%

フルタイムで就労

しているが、育休・

介護休業中である

0.5%

パート・アルバイト

等で就労している。

0.3%

以前は就労してい

たが、現在は就労

していない

0.6%

これまで就労し

たことがない

0.0%

無回答

21.3%

n=(1,068)



第２章 調査結果の詳細 

１．就学前児童保護者調査 

 18

③ 【フルタイム】出勤時間 

「7時台」が32.4％で最も高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 【フルタイム】帰宅時間 

「20時台」が16.5％で最も高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

0.1

2.9

13.0

32.4

22.4

5.2

1.2 0.4 0.5
1.8

20.1

0

10

20

30

40

50

4
時
台

5
時
台

6
時
台

7
時
台

8
時
台

9
時
台

1
0
時
台

1
1
時
台

1
2
時
台

そ
れ
以
外
の
時
間

無
回
答

n=(826)(%)

0.5
1.5

8.1

14.8
16.5

13.1 12.8

7.3

2.7 2.5

20.3

0

10

20

30

８
～
1
6
時
台

1
7
時

1
8
時

1
9
時

2
0
時

2
1
時

2
2
時

2
3
時

2
4
時

そ
れ
以
外
の
時
間

無
回
答

n=(826)(%)
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⑤ 【パートタイム、アルバイト】１週当たりの就労時間 

「30時間以下」、「41～50時間」、「51～60時間」がそれぞれ33.3％となっている。 

 

⑥ 【パートタイム、アルバイト】出勤時間 

「８時」が33.3％で最も高くなっている。 

 

⑦ 【パートタイム、アルバイト】帰宅時間 

「８時～16時」が25.0％で最も高くなっている。 

 

⑧ 【パートタイム、アルバイト】フルタイムへの転換希望 

「希望があるが予定はない」、「希望はない」がそれぞれ33.3％となっている。 
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（３）家庭類型 

同居・近居の状況（問３）と、母親・父親の就労状況（問７）の回答から、家庭の形態を以下のよ

うな６つの区分に分類した。 

 

Ａ ひとり親家庭 

母子家庭もしくは父子家庭 

Ｂ フルタイム×フルタイム家庭 

母親と父親がともにフルタイム（産休・育休・介護休業中も含む）で就労している家庭 

Ｃ フルタイム×パートタイム家庭 

どちらか一方の親がフルタイム（産休・育休・介護休業中も含む）で就労し、もう一方の親がパー

ト・アルバイト等で就労している家庭 

Ｄ 専業主婦（夫）家庭 

どちらか一方の親が就労し、もう一方の親が就労していない家庭 

Ｅ パートタイム×パートタイム家庭 

母親と父親がともにパート・アルバイト等で就労している家庭 

Ｆ 無業×無業家庭 

母親と父親がともに就労していない家庭 

 

 

「フルタイム×フルタイム家庭」が35.2％で最も高く、「専業主婦（夫）家庭」が28.5％、「フルタ

イム×パートタイム家庭」が10.2％、「ひとり親家庭」が4.2％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ひとり親家庭

4.2%

フルタイム×

フルタイム家庭

35.2%

フルタイム×

パートタイム家庭

10.2%

専業主婦（夫）

家庭

28.5%

パートタイム×

パートタイム家庭

0.3%

無回答

21.6%

n=(1,114)
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（４）未就労の保護者の就労希望 

問７-１ 問７の（１）または（２）で「４.以前は就労していたが、現在は就労していない」

または「５.これまで就労したことがない」に○をつけた方にうかがいます。 

今後、就労したいという希望はありますか。当てはまる番号・記号１つに○をつけ、

該当する□内には数字をご記入ください（数字は一枠に一字）。 

 

① 就労希望 

「１年より先、一番小さい子どもが□□歳になったころに就労したい」が47.0％で最も高く、「すぐに

でも、もしくは１年以内に就労したい」が19.3％、「就労の希望はない」が17.0％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 末子の年齢による就労意向 

「７～８歳」が23.3％で最も高く、「３歳」が20.6％、「４歳」が20.0％などとなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6.1 

20.6 

20.0 

3.9 

14.4 

23.3 

6.1 

1.1 

3.3 

1.1 

0 10 20 30

0～2歳

3歳

4歳

5歳

6歳

7～8歳

9～10歳

11～12歳

13歳以上

無回答

n=(180) (%)

就労の希望はない

17.0%

１年より先、一番小さい

子どもが□□歳になっ

たころに就労したい

47.0%

すぐにでも、もしくは

１年以内に就労したい

19.3%

無回答

16.7%

n=(383)
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③ 希望する就労形態 

「パートタイム、アルバイト等」が60.8％、「フルタイム（週５日程度・１日８時間程度の就労）」が

21.6％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ １週あたりの希望就労日数 

「３日」が55.6％で最も高く、次いで「４日」が24.4％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

-

13.3

55.6

24.4

6.7

-
0

10

20

30

40

50

60

70

1
日

2
日

3
日

4
日

5
日
以
上

無
回
答

n=(45)(%)

フルタイム（週５日程度・

１日８時間程度の就労）

21.6%

パートタイム、

アルバイト等

60.8%

無回答

17.6%

n=(74)
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⑤ １日当たりの希望就労時間 

「４時間」が33.3％で最も高く、次いで「５時間」が31.1％、「６時間」が15.6％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）就労希望がありながら、現在働いていない理由 

問７-２ 問７-１で「２．１年より先に就労したい」、「３．すぐにでも、もしくは１年以内に

就労したい」を選ばれた方にうかがいます。就労希望がありながら、現在働いていな

い理由は何ですか。もっとも近い番号１つに○をつけてください。 

 

「働きながら子育てできる適当な仕事がない」が33.9％で最も高く、次いで「教育・保育事業が利用

できれば就労したい」が26.4％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13.3

33.3
31.1

15.6

4.4
2.2

-
0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

50

3
時
間
以
内

4
時
間

5
時
間

6
時
間

7
時
間

8
時
間
以
上

無
回
答

n=(45)(%)

教育・保育事業

が利用できれば

就労したい

26.4%

働きながら子育

てできる適当な

仕事がない

33.9%

希望する分野の仕事や能

力を生かせる仕事がない

1.6%

家族の考え方（親族

の理解が得られない）

等就労する環境が

整っていない

7.9%

その他

25.2%

無回答

5.1%

n=(254)
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（６）母親の出産前後の就労状況 

問８ 宛名のお子さんの出産の１年前から出産の１年後までの間に、母親の方は仕事を離職し

ましたか。当てはまる番号１つに○をつけてください。 

 

「継続的に働いていた（転職・育休中も含む）」が52.0％で最も高く、「出産１年前にすでに働いてい

なかった」が23.2％、「離職した」が21.7％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

離職した

21.7%

継続的に働い

ていた（転職・

育休中も含む）

52.0%

出産１年前に

すでに働いて

いなかった

23.2%

無回答

3.1%

n=(1,114)
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（７）支援環境が整っていた場合の就労継続状況 

問８-１ 仕事と家庭の両立を支援する教育・保育事業や環境が整っていたら、就労を継続しま

したか。次の中から、あなたのお考えにもっとも近い番号を１つだけ選んで○をつけ

てください。（問８で離職したと回答された方） 

 

「教育・保育事業と職場の両立支援環境がどちらも整っていれば、継続して就労していた」と「いず

れにしてもやめていた」がそれぞれ29.8％で最も高く、「職場において育児休業制度等の仕事と家庭の両

立支援制度が整い、働き続けやすい環境が整っていれば、継続して就労していた」が16.5％、「教育・保

育事業が確実に利用できる見込みがあれば、継続して就労していた」が15.3％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｎ＝(242)

教育・保育事業と職場の両立支援環境が

どちらも整っていれば、継続して就労していた

いずれにしてもやめていた

職場において育児休業制度等の仕事と家庭の

両立支援制度が整い、働き続けやすい環境が

整っていれば、継続して就労していた

教育・保育事業が確実に利用できる見込みが

あれば、継続して就労していた

家族の考え方(親族の理解）等就労する環境が

整っていれば、継続して就労していた

その他

無回答

29.8

29.8

16.5

15.3

3.3

4.5

0.8

0 10 20 30 40 50 (%)
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３．産後ケア事業の認知度、利用度 

 

（１）産後ケア事業の認知状況 

問９ 他の自治体等で産後ケア事業があることを知っていますか。当てはまる番号１つに○を

つけてください。 

 

「知らない」が60.6％、「知っている」が37.1％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）産後ケア事業の利用状況 

問９-１ 宛名のお子さんの出産後に他の自治体等で産後ケア事業（日帰り型・宿泊型）を利用

したことはありますか。当てはまる番号１つに○をつけてください。 

 

「利用していない」が93.0％で最も高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知っている

37.1%

知らない

60.6%

無回答

2.3%

n=(1,114)

日帰り型を利用した（母子

で通い、乳房ケアや育児

相談をうけられるもの）

5.6%

宿泊型を利用した（産科入院

の退院日の延長や退院後し

ばらくしてからの休息のため

に母子で宿泊するもの）

1.0%

利用していない

93.0%

無回答

0.5%

n=(413)
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（３）産後ケア事業の利用希望 

問１０ 区内に産後ケア事業（日帰り型・宿泊型）があったら、利用したいと考えますか。当

てはまる番号１つに○をつけてください。 

 

「その時にならないとわからない」が37.3％で最も高く、「日帰り型・宿泊型どちらも利用したい」が

19.7％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．平日の定期的な教育・保育事業の利用状況 

（１）平日の定期的な教育・保育事業の利用状況 

問１１ 宛名のお子さんは現在、幼稚園や保育所などの「定期的な教育・保育の事業」を利用

されていますか。当てはまる番号１つに○をつけてください。 

 

「利用している」が73.6％、「利用していない」が25.5％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

利用している

73.6%

利用して

いない

25.5%

無回答

0.9%

n=(1,114)

16.2 

10.1 

19.7 

10.9 

37.3 

5.7 

0 10 20 30 40 50

日帰り型を利用したい

宿泊型を利用したい

日帰り型・宿泊型どちらも利用したい

利用したいとは思わない

その時にならないとわからない

無回答

n=(1,114) (%)
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【子どもの年齢別】 

子どもの年齢別にみると、「利用している」は年齢が上がるにつれて高くなる傾向があり、０歳では

28.5％であるのに対し、３歳以上になると９割台後半となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

73.6

28.5

60.9

66.8

96.0

97.8

97.2

25.5

70.5

39.1

32.1

3.5

1.6

1.1

0.9

1.0

-

1.0

0.6

0.5

1.7

全 体 n=(1,114)

0歳 n=(200)

1歳 n=(174)

2歳 n=(193)

3歳 n=(173)

4歳 n=(183)

5歳以上 n=(177)

利用している 利用していない 無回答

（％）
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【居住地区別】 

居住地区別にみると、「利用している」は熊野で87.9％と最も高くなっている。一方、富士見で61.0％

と最も低くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

73.6

76.7

87.9

84.8

81.6

61.0

61.8

66.7

75.6

70.8

75.5

62.6

72.0

80.3

73.7

73.4

69.1

75.6

82.0

25.5

21.6

12.1

15.2

18.4

36.6

38.2

33.3

24.4

28.1

24.5

35.2

24.0

18.2

26.3

26.6

30.9

21.8

18.0

0.9

1.7

-

-

-

2.4

-

-

-

1.1

-

2.2

4.0

1.5

-

-

-

2.6

-

全 体 n=(1,114)

板橋 n=(116)

熊野 n=(33)

仲宿 n=(33)

仲町 n=(49)

富士見 n=(41)

大谷口 n=(55)

常盤台 n=(39)

清水 n=(41)

志村坂上 n=(89)

中台 n=(53)

蓮根 n=(91)

舟渡 n=(25)

前野 n=(66)

桜川 n=(38)

下赤塚 n=(79)

成増 n=(94)

徳丸 n=(78)

高島平 n=(89)

利用している 利用していない 無回答

（％）
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【家庭類型別】 

「利用している」はフルタイム×パートタイム家庭で93.9％、フルタイム×フルタイム家庭で81.4％

と高くなっているが、専業主婦（夫）家庭では51.4％と低くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）利用している教育・保育事業 

問１１-１ 問１１-１～問１１-４は、問１１で「１.利用している」に○をつけた方にうかが

います。 

宛名のお子さんは、平日どのような教育・保育の事業を利用していますか。年間を

通じて月単位で「定期的に」利用している事業をお答えください。当てはまる番号

すべてに○をつけてください。 

 

「認可保育所」が53.3％で最も高く、次いで「私立幼稚園」が29.4％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

3.2 

29.4 

5.7 

53.3 

6.0 

0.6 

0.5 

0.5 

3.8 

0.2 

0.6 

1.2 

1.1 

0.7 

2.0 

0.4 

0 10 20 30 40 50 60

区立幼稚園

私立幼稚園

私立幼稚園の預かり保育

認可保育所

認証保育所

認定こども園

家庭福祉員

ベビールーム

小規模保育施設

事業所内保育施設

企業主導型保育所（認可外）

その他の認可外保育施設

ファミリー・サポート・センター

ベビーシッター

その他

無回答

n=(820) (%)

（％）

73.6

76.6

81.4

93.9

51.4

66.7

25.5

21.3

17.6

6.1

48.3

33.3

0.9

2.1

1.0

-

0.3

-

全 体 n=(1,114)

ひとり親家庭 n=(47)

フルタイム×フルタイム家庭 n=(392)

フルタイム×パートタイム家庭 n=(114)

専業主婦（夫）家庭 n=(317)

パートタイム×パートタイム家庭 n=(3)

利用している 利用していない 無回答
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（３）教育・保育事業の利用状況 

問１１-２ 平日に定期的に利用している教育・保育の事業についてうかがいます。 

（１）一番利用頻度の高い事業は何ですか。その番号を問１１-1の表から選んで□

内に記入してください。 

 

「認可保育所」が52.1％で最も高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１１-２ （２）（１）記入された事業の現在の利用状況が１週当たり何日かおよび一番利

用の多い時間帯（何時から何時まで）かを、□内に具体的な数字でご記入くださ

い（数字は一枠に一字）。※時間は、24時間制でご記入ください。 

 

① １週当たりの利用日数 

「５日」が89.4％で最も高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2.9

28.4

1.3

52.1

6.1

0.6

0.5

0.4

3.3

0.2

0.5

0.7

0.1

-

1.3

1.5

0 10 20 30 40 50 60

区立幼稚園

私立幼稚園

私立幼稚園の預かり保育

認可保育所

認証保育所

認定こども園

家庭福祉員

ベビールーム

小規模保育施設

事業所内保育施設

企業主導型保育所（認可外）

その他の認可外保育施設

ファミリー・サポート・センター

ベビーシッター

その他

無回答

n=(820) (%)

0.4 

1.1 

0.9 

3.1 

89.4 

4.5 

0.1 

0.6 

0 50 100

1日

2日

3日

4日

5日

6日

7日

無回答

n=(808) (%)
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【子どもの年齢別】 

子どもの年齢別にみると、「５日」は０～２歳では８割台、３歳以上では９割前後となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【家庭類型別】 

家庭類型別にみると、「５日」はフルタイム×フルタイム家庭で93.0％、専業主婦（夫）家庭で92.5％、

「６日」はひとり親家庭で8.6％と他に比べ高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

0.4

-

-

1.6

-

-

0.6

1.1

3.5

1.0

3.1

-

0.6

0.6

0.9

5.3

1.0

0.8

-

-

1.2

3.1

5.3

3.8

3.9

1.8

1.7

3.6

89.4

86.0

87.6

82.8

93.3

92.6

89.2

4.5

-

5.7

7.0

3.6

4.5

4.2

0.1

-

-

0.8

-

-

-

0.6

-

1.0

-

1.2

0.6

0.6

全 体(n=808)

0歳(n=57)

1歳(n=105)

2歳(n=128)

3歳(n=165)

4歳(n=176)

5歳以上(n=167)

1日 2日 3日 4日 5日 6日 7日 無回答

（％）

0.4

-

0.3

-

1.2

-

1.1

-

0.3

0.9

3.1

-

0.9

-

-

3.7

1.2

-

3.1

2.9

0.9

15.0

0.6

-

89.4

85.7

93.0

77.6

92.5

100.0

4.5

8.6

4.7

2.8

0.6

-

0.1

2.9

-

-

-

-

0.6

-

0.6

-

0.6

-

全 体(n=808)

ひとり親家庭(n=35)

フルタイム×フルタイム家庭(n=316)

フルタイム×パートタイム家庭(n=107)

専業主婦（夫）家庭(n=161)

パートタイム×パートタイム家庭(n=2)

1日 2日 3日 4日 5日 6日 7日 無回答

（％）
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② 利用開始時間 

「９時」が43.1％で最も高く、次いで「８時」が40.3％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 利用終了時間 

「18時」が34.2％で最も高く、次いで「17時」が21.3％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

0.1

12.7

40.3

43.1

2.4
- - - 0.7 - - - - - - - 0.6

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

50

6
時
以
前

7
時

8
時

9
時

1
0
時

1
1
時

1
2
時

1
3
時

1
4
時

1
5
時

1
6
時

1
7
時

1
8
時

1
9
時

2
0
時

2
1
時
以
降

無
回
答

n=(808)(%)

3.7

0.5 0.1 - - 0.4 0.6 1.2

19.1

4.7
6.9

21.3

34.2

6.3

0.4 - 0.6

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

50

6
時
以
前

7
時

8
時

9
時

1
0
時

1
1
時

1
2
時
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時

1
5
時
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（４）教育・保育事業の利用希望 

問１１-２ （３）（１）に記入された事業を１週当たり何日利用したいかおよび一番利用し

たい時間帯（何時から何時まで）を、□内に具体的な数字でご記入ください（数

字は一枠に一字）。 

 

① １週当たりの希望利用日数 

「５日」が81.7％で最も高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 希望利用開始時間 

「８時」が42.5％で最も高く、次いで「９時」が34.5％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

0.2

15.3

42.5

34.5

1.9
- 0.1 0.1 0.5 0.1 - - 0.1 - - -

4.6
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6
時
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7
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8
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0
時
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1
時
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時
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時
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4
時

1
5
時

1
6
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1
7
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1
8
時

1
9
時

2
0
時

2
1
時
以
降

無
回
答

n=(808)(%)

0.2 

0.4 

1.2 

2.0 

81.7 

9.5 

0.4 

4.6 

0 50 100

1日

2日

3日

4日

5日

6日

7日

無回答

n=(808) (%)
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③ 希望利用終了時間 

「18時」が30.9％で最も高く、次いで「17時」が19.6％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）教育・保育事業の実施場所 

問１１-３ 現在、利用している教育・保育事業の実施場所についてうかがいます。当てはまる

番号１つに○をつけてください。 

 

「板橋区内」が92.1％で高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

板橋区内

92.1%

板橋区以外

7.2%

無回答

0.7%

n=(820)

2.2
0.5 0.1 - - 0.1 0.2 0.5

7.5 7.7 8.4

19.6

30.9

12.4

4.5

0.7

4.6
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時
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時
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時
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4
時
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5
時
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7
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2
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時
以
降

無
回
答

n=(808)(%)
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（６）教育・保育事業を利用している理由 

問１１-４ 利用している理由についてうかがいます。主な理由の番号すべてに○をつけてくだ

さい。 

 

「現在就労している」が72.1％で最も高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

72.1 

2.0 

1.2 

1.8 

0.6 

25.2 

3.4 

0.1 

0 50 100

現在就労している

就労予定がある

／求職中である

家族・親族などを

介護しなければならない

病気や障がいがある

学生である

１～５の事情はないが

子どもの教育のため

その他

無回答

n=(820) (%)
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（７）教育・保育事業を利用していない理由 

問１１-５ 問１１で「２．利用していない」に○をつけた方にうかがいます。利用していない

理由は何ですか。理由としてもっとも当てはまる番号１つに○をつけてください。

「９．子どもがまだ小さいため・・・」を選択された方は併せて□内に数字でご記

入ください。 

 

① 利用していない理由 

「子どもがまだ小さいため（□歳くらいになったら利用しようと考えている）」が41.5％で最も高く、

次いで「（子どもの母親か父親が就労していないなどの理由で）必要がない」が27.5％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 利用しようと考えている子どもの年齢 

「３歳」が43.2％で最も高く、次いで「１歳」が37.3％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

-

37.3

7.6

43.2

9.3

1.7

0.8

0 10 20 30 40 50

0歳

1歳

2歳

3歳

4歳

5歳以上

無回答

n=(118) (%)

27.5 

1.8 

-

15.1 

2.1 

0.7 

-

0.4 

41.5 

7.4 

3.5 

0 10 20 30 40 50

(子どもの母親か父親が就労していないなどの理由で)

必要がない

子どもの祖父母や親戚の人がみている

近所の人や父母の友人・知人がみている

利用したいが、

保育・教育の事業に空きがない

利用したいが、

経済的な理由で事業を利用できない

利用したいが、延長・夜間等の

時間帯の条件が合わない

利用したいが、事業の質や場所等、

納得できる事業がない

医療的ケアが必要なため、現状の定期的な

教育・保育の事業が利用できない

子どもがまだ小さいため

□歳くらいになったら利用しようと考えている

その他

無回答

n=(284) (%)
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（８）利用したいと考える教育・保育事業 

問１２ 現在、利用している、利用していないにかかわらず、宛名のお子さんが平日の教育・

保育の事業として、「定期的に」利用したいと考える事業をお答えください。当てはま

る番号すべてに○をつけてください。なお、これらの事業の利用には、一定の利用者

負担が発生します。 

 

「認可保育所」が58.3％で最も高く、次いで「私立幼稚園」が38.6％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（９）一番利用希望の高い教育・保育事業 

問１２-１（１） 一番利用希望の高い事業は何ですか。その番号を問１２の表から選んで□内

に記入してください。 

 

「認可保育所」が47.7％で最も高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

23.0 

38.6 

27.2 

58.3 

16.0 

20.3 

2.9 

4.5 

6.3 

5.3 

3.8 

0.9 

11.6 

8.3 

2.2 

5.3 

0 20 40 60 80

区立幼稚園

私立幼稚園

私立幼稚園の預かり保育

認可保育所

認証保育所

認定こども園

家庭福祉員

ベビールーム

小規模保育施設

事業所内保育施設

企業主導型保育所（認可外）

その他の認可外保育施設

ファミリー・サポート・センター

ベビーシッター

その他

無回答

n=(1,114) (%)

8.4 

21.1 

6.4 

47.7 

1.9 

4.8 

0.2 

0.4 

0.6 

0.4 

0.2 

0.1 

1.0 

1.5 

0.6 

4.8 

0 20 40 60

区立幼稚園

私立幼稚園

私立幼稚園の預かり保育

認可保育所

認証保育所

認定こども園

家庭福祉員

ベビールーム

小規模保育施設

事業所内保育施設

企業主導型保育所（認可外）

その他の認可外保育施設

ファミリー・サポート・センター

ベビーシッター

その他

無回答

n=(1,114) (%)
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（１０）利用したいと考える教育・保育事業の日数と時間 

問１２-１（２） （１）に記入された事業を１週当たり何日利用したいかおよび一番利用した

い時間帯（何時から何時まで）を、□内に具体的な数字でご記入ください

（数字は一枠に一字）。※時間は、２４時間制でご記入ください。 

① １週当たりの希望利用日数 

「５日」が81.4％で最も高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 希望利用開始時間 

「８時」が39.6％で最も高く、次いで「９時」が36.4％となっている。 
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無
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答

n=(1,061)(%)

2.9 

2.1 

2.3 

2.7 

81.4 

7.1 

0.4 

1.1 

0 50 100

1日

2日

3日

4日

5日

6日

7日

無回答

n=(1,061) (%)
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③ 希望利用終了時間 

「18時」が29.6％で最も高く、次いで「17時」が19.6％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１１）教育・保育事業の利用希望場所 

問１３ 教育・保育事業を利用したい場所についてうかがいます。当てはまる番号１つに○を

つけてください。 

 

「板橋区内」が93.5％と高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 板橋区内

93.5%

板橋区以外

3.1%

無回答

3.4%

n=(1,114)

2.1
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n=(1,061)(%)
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５．地域の子育て支援事業の利用状況 

（１）地域の親子の交流スペースの利用状況 

問１４ 宛名のお子さんは、現在、地域の親子の交流スペース（親子が集まって過ごしたり、

相談をしたり、情報提供を受けたりする場）を利用していますか。次の中から、利用

しているものの番号すべてに○をつけてください。また、おおよその利用回数（頻度）

を〔 〕内に数字でご記入ください。 

 

① 利用の有無 

「児童館『乳幼児子育て支援事業』」が19.1％となっている。 

一方、「利用していない」は71.1％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② １月当たりの利用回数 

児童館「乳幼児子育て支援事業」では、「１月当たり１～３回」が45.5％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

19.1 

1.3 

0.8 

2.5 

0.4 

0.7 

3.4 

1.7 

71.1 

4.7 

0 10 20 30 40 50 60 70 80

児童館「乳幼児子育て支援事業」

児童館「ほっとプログラム」「子育て相談」

森のサロン

「地域センター」「区民集会所」等多目的施設

ＮＰＯや民間事業者が開設する交流スペース

子ども家庭支援センター「子育て相談」「出張子育て相談」

健康福祉センターの「育児相談」や「2・3か月児の会」

その他

利用していない

無回答

n=(1,114) (%)

45.5 

57.1 

88.9 

60.7 

40.0 

75.0 

81.6 

26.3 

18.8

7.1

-

7.1

20.0

-

-

21.1

7.0

-

-

-

20.0

-

-

5.3

12.2

7.1

-

-

-

-

-

-

5.6

-

-

-

-

-

-

-

2.8

-

-

-

-

-

-

-

8.0

28.6

11.1

32.1

20.0

25.0

18.4

47.4

児童館「乳幼児子育て支援事業」 n=(213)

児童館「ほっとプログラム」「子育て相談」 n=(14)

森のサロン n=(9)

「地域センター」「区民集会所」等

多目的施設 n=(28)

ＮＰＯや民間事業者が

開設する交流スペース n=(5)

子ども家庭支援センター

「子育て相談」「出張子育て相談」 n=(8)

健康福祉センターの

「育児相談」や「2・3か月児の会」 n=(38)

その他 n=(19)

1回～3回 4回～6回 7回～9回 10回～12回 13回～15回 16回以上 無回答

(%)
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（２）地域の親子の交流スペースの今後の利用希望 

問１５ 問１４のような子育て支援施設について、今は利用していないが「できれば利用した

い」あるいは「利用日数を増やしたい」と思いますか。希望するものの番号すべてに

○をつけ、希望する利用回数（頻度）を〔 〕内に数字でご記入ください。 

 

① 今後の利用希望の有無 

「児童館『乳幼児子育て支援事業』」が25.9％、「森のサロン」が16.5％となっている。 

一方、「利用を希望しない」は44.0％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② １月当たりの希望利用日数 

森のサロンでは、「１月当たり１～３回」が70.1％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

25.9 

9.9 

16.5 

7.5 

4.8 

7.3 

8.1 

1.3 

44.0 

10.5 

0 10 20 30 40 50

児童館「乳幼児子育て支援事業」

児童館「ほっとプログラム」「子育て相談」

森のサロン

「地域センター」「区民集会所」等多目的施設

ＮＰＯや民間事業者が開設する交流スペース

子ども家庭支援センター「子育て相談」「出張子育て相談」

健康福祉センターの「育児相談」や「2・3か月児の会」

その他

利用を希望しない

無回答

n=(1,114) (%)

43.4 

71.8 

70.1 

73.8 

77.4 

84.0 

80.0 

26.7 

25.3

10.9

12.5

7.1

11.3

1.2

3.3

20.0

4.5

-

-

1.2

-

-

-

6.7

8.3

1.8

-

-

-

-

-

-

1.4

0.9

-

-

-

-

-

-

2.1

-

-

-

-

-

-

-

14.9

14.5

17.4

17.9

11.3

14.8

16.7

46.7

児童館「乳幼児子育て支援事業」 n=(288)

児童館「ほっとプログラム」「子育て相談」 n=(110)

森のサロン n=(184)

「地域センター」「区民集会所」等

多目的施設 n=(84)

ＮＰＯや民間事業者が

開設する交流スペース n=(53)

子ども家庭支援センター

「子育て相談」「出張子育て相談」 n=(81)

健康福祉センターの

「育児相談」や「2・3か月児の会」 n=(90)

その他 n=(15)

1回～3回 4回～6回 7回～9回 10回～12回 13回～15回 16回以上 無回答

(%)
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（３）子育て支援施設を利用する上での希望移動手段 

問１６ 子育て支援施設を利用する上で、希望する移動手段は何ですか。希望するものの番号

すべてに○をつけてください。 

 

「徒歩」が74.4％で最も高く、次いで「自転車」が66.8％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）子育て支援施設を利用する上での許容できる移動時間 

問１７ 子育て支援施設を利用する上で、許容できる移動時間はどのくらいですか。もっとも

近い番号１つに○をつけてください。 

 

「10分以内」が39.5％で最も高く、次いで「20分程度」が38.5％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10分以内

39.5%

20分程度

38.5%

30分程度

14.4%

40分程度

1.1%

1時間程度

1.3%
その他

0.8%

無回答

4.5%

n=(1,114)

74.4 

66.8 

15.2 

6.8 

13.5 

0.8 

4.4 

0 50 100

徒歩

自転車

バス

車

電車

その他

無回答

n=(1,114) (%)



第２章 調査結果の詳細 

１．就学前児童保護者調査 

 44

（５）子育て支援サービスの認知度・利用度 

問１８ 子育て支援サービスの「認知度」「利用度」についてうかがいます。下記のサービスを

知っていたり、これまでに利用したことはありますか。また、今後利用したいと思い

ますか。サービスごとにＡ～Ｃのそれぞれについて、「はい」「いいえ」のどちらかに

○をつけてください。  

 

① 認知度 

「はい」は保健師・助産師による訪問指導で87.3％と最も高く、次いで赤ちゃんの駅で86.4％、母親

学級・両親学級で85.7％となっている。 

一方、子育てステップ事業では16.6％、妊婦・出産ナビゲーション事業（いたばし版ネウボラ）では

18.0％と低くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

85.7 

18.0 

80.8 

87.3 

65.2 

47.7 

23.2 

28.3 

70.3 

24.2 

68.3 

52.1 

23.9 

67.2 

67.4 

31.8 

34.6 

36.6 

85.3 

86.4 

28.7 

16.6 

9.3 

77.9 

14.9 

7.9 

31.2 

48.6 

72.5 

67.7 

25.9 

71.9 

26.8 

43.5 

71.2 

28.8 

28.4 

64.1 

61.0 

59.5 

10.3 

9.4 

66.7 

79.4 

4.9 

4.1 

4.3 

4.8 

3.6 

3.8 

4.2 

4.0 

3.9 

3.9 

4.8 

4.4 

4.9 

3.9 

4.2 

4.1 

4.5 

3.9 

4.4 

4.1 

4.6 

3.9 

① 母親学級・両親学級

② 妊婦・出産ナビゲーション事業（いたばし版ネウボラ）

③ 健康福祉センターの育児相談

④ 保健師・助産師による訪問指導

⑤ 離乳食訪問お助け隊

⑥ 子ども発達支援センター

⑦ 家庭教育学級・子育て講座

⑧ 教育相談（教育相談所）

⑨ 子育て相談（子ども家庭支援センター、児童館、保育園、幼稚園等）

⑩ 子育て出張相談

⑪ 保育所や幼稚園の園庭等の開放

⑫ 児童館の「乳幼児子育て支援事業」

⑬ 児童館の「ほっとプログラム」

⑭ ファミリー・サポート・センター（地域住民が子どもを預かる事業）

⑮ 区が発行している「いたばし子育て情報ブック」

⑯ いたばし子育てナビアプリ

⑰ 育児支援ヘルパー派遣事業

⑱ ショートステイ・トワイライトステイ

⑲ すくすくカード

⑳ 赤ちゃんの駅

㉑ 森のサロン

㉒ 子育てステップ事業

n=(1,114)

はい いいえ 無回答

(%)
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② 利用の有無 

各子育て支援サービスを知っている人に、利用したことがあるかをたずねたところ、「はい」は保健師・

助産師による訪問指導で78.9％と最も高く、次いで母親学級・両親学級で66.7％、すくすくカードで

66.4％となっている。 

一方、ショートステイ・トワイライトステイでは4.7％、教育相談（教育相談所）では9.8％、育児支

援ヘルパー派遣事業では10.1％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

66.7 

44.5 

45.2 

78.9 

10.3 

16.0 

23.6 

9.8 

48.7 

13.7 

40.3 

57.9 

28.6 

12.4 

61.0 

37.3 

10.1 

4.7 

66.4 

57.9 

30.6 

19.5 

29.7 

48.0 

50.0 

17.0 

84.3 

77.6 

66.8 

81.0 

45.7 

74.1 

55.7 

36.7 

63.9 

81.4 

33.6 

54.8 

81.3 

88.5 

29.8 

37.7 

63.8 

69.7 

3.6 

7.5 

4.8 

4.1 

5.4 

6.4 

9.7 

9.2 

5.6 

12.2 

3.9 

5.3 

7.5 

6.1 

5.5 

7.9 

8.6 

6.9 

3.8 

4.4 

5.6 

10.8 

① 母親学級・両親学級

② 妊婦・出産ナビゲーション事業（いたばし版ネウボラ）

③ 健康福祉センターの育児相談

④ 保健師・助産師による訪問指導

⑤ 離乳食訪問お助け隊

⑥ 子ども発達支援センター

⑦ 家庭教育学級・子育て講座

⑧ 教育相談（教育相談所）

⑨ 子育て相談（子ども家庭支援センター、児童館、保育園、幼稚園等）

⑩ 子育て出張相談

⑪ 保育所や幼稚園の園庭等の開放

⑫ 児童館の「乳幼児子育て支援事業」

⑬ 児童館の「ほっとプログラム」

⑭ ファミリー・サポート・センター（地域住民が子どもを預かる事業）

⑮ 区が発行している「いたばし子育て情報ブック」

⑯ いたばし子育てナビアプリ

⑰ 育児支援ヘルパー派遣事業

⑱ ショートステイ・トワイライトステイ

⑲ すくすくカード

⑳ 赤ちゃんの駅

㉑ 森のサロン

㉒ 子育てステップ事業

n=(955)

はい いいえ 無回答

(%)
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③ 今後の利用希望 

「はい」はすくすくカードで63.6％と最も高く、次いで赤ちゃんの駅で62.5％、区が発行している「い

たばし子育て情報ブック」で60.0％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

38.8 

28.3 

49.4 

47.7 

27.3 

34.0 

38.9 

45.1 

59.8 

29.9 

58.9 

46.9 

36.5 

46.8 

60.0 

47.4 

35.5 

27.5 

63.6 

62.5 

44.8 

34.5 

49.1 

58.3 

39.0 

40.7 

61.5 

53.2 

48.7 

42.7 

30.0 

57.6 

30.5 

41.3 

51.0 

43.0 

29.0 

41.2 

52.2 

60.6 

25.9 

26.8 

43.1 

53.6 

12.1 

13.4 

11.6 

11.7 

11.2 

12.7 

12.4 

12.2 

10.2 

12.5 

10.6 

11.8 

12.5 

10.2 

11.0 

11.4 

12.4 

11.9 

10.5 

10.7 

12.1 

11.9 

① 母親学級・両親学級

② 妊婦・出産ナビゲーション事業（いたばし版ネウボラ）

③ 健康福祉センターの育児相談

④ 保健師・助産師による訪問指導

⑤ 離乳食訪問お助け隊

⑥ 子ども発達支援センター

⑦ 家庭教育学級・子育て講座

⑧ 教育相談（教育相談所）

⑨ 子育て相談（子ども家庭支援センター、児童館、保育園、幼稚園等）

⑩ 子育て出張相談

⑪ 保育所や幼稚園の園庭等の開放

⑫ 児童館の「乳幼児子育て支援事業」

⑬ 児童館の「ほっとプログラム」

⑭ ファミリー・サポート・センター（地域住民が子どもを預かる事業）

⑮ 区が発行している「いたばし子育て情報ブック」

⑯ いたばし子育てナビアプリ

⑰ 育児支援ヘルパー派遣事業

⑱ ショートステイ・トワイライトステイ

⑲ すくすくカード

⑳ 赤ちゃんの駅

㉑ 森のサロン

㉒ 子育てステップ事業

n=(1,114)

はい いいえ 無回答

(%)
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６．土曜・休日の教育・保育事業の利用希望 

（１）土曜日の教育・保育事業の利用希望 

問１９（１）宛名のお子さんについて、土曜日に、定期的な教育・保育の事業の利用希望はあ

りますか（一時的な利用は除きます）。当てはまる番号１つに○をつけてください。

希望がある場合は、利用したい時間帯を、(例)９時～17時のように２４時間制で

ご記入ください。 

 

① 利用希望 

「月に１～２回は利用したい」が35.8％、「ほぼ毎週利用したい」が9.9％となっている。 

一方、「利用したいとは思わない」は51.0％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 希望利用開始時間 

「９時」が36.3％で最も高く、次いで「８時」が34.0％、「10時」が10.2％となっている。 
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n=(509)(%)

ほぼ毎週利用したい

9.9%

月に１～２

回は利用

したい

35.8%

利用したいとは

思わない

51.0%

無回答

3.3%

n=(1,114)
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③ 希望利用終了時間 

「18時」が25.9％で最も高く、次いで「17時」が20.6％、「16時」が13.8％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）日曜日・祝日の教育・保育事業の利用希望 

問１９（２）宛名のお子さんについて、日曜日・祝日に、定期的な教育・保育の事業の利用希

望はありますか（一時的な利用は除きます）。当てはまる番号１つに○をつけてく

ださい。希望がある場合は、利用したい時間帯を、(例)９時～17時のように２４

時間制でご記入ください。 

 

① 利用希望 

「月に１～２回は利用したい」が22.2％、「ほぼ毎週利用したい」が1.9％となっている。 

一方、「利用したいとは思わない」は61.2％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ほぼ毎週利用したい

1.9% 月に１～２回は

利用したい

22.2%

利用したいと

は思わない

61.2%

無回答

14.7%

n=(1,114)
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② 希望利用開始時間 

「９時」が34.0％で最も高く、次いで「８時」が27.2％、「10時」が17.5％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 希望利用終了時間 

「18時」が23.9％で最も高く、次いで「17時」が20.9％、「16時」が15.7％となっている。 
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（３）土曜・休日に毎週ではなく、たまに利用したい理由 

問１９-１ 問１９の（１）もしくは（２）で、「２．月に１～２回は利用したい」に○をつけ

た方にうかがいます。毎週ではなく、たまに利用したい理由は何ですか。当てはま

る番号すべてに○をつけてください。 

 

「息抜きのため」が49.7％で最も高く、次いで「平日に済ませられない用事をまとめて済ませるため」

が48.4％、「月に数回仕事が入るため」が44.8％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）幼稚園利用者の長期の休暇期間中の教育・保育事業の利用希望 

問２０ 「幼稚園」を利用している方にうかがいます。宛名のお子さんについて、夏休み・冬

休みなど長期の休暇期間中の教育・保育の事業の利用を希望しますか。当てはまる番

号１つに○をつけてください。希望がある場合は、利用したい時間帯を、 (例)９時～

17時のように２４時間制でご記入ください。 

 

① 利用希望 

「休みの期間中、週に数日利用したい」が47.6％、「休みの期間中、ほぼ毎日利用したい」が16.1％と

なっている。一方、「利用する必要はない」は26.6％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

休みの期間中、ほぼ

毎日利用したい

16.1%

休みの期間中、

週に数日

利用したい

47.6%

利用する必要

はない

26.6%

無回答

9.7%

n=(267)

44.8 

48.4 

3.1 

49.7 

6.4 

7.7 

1.5 

0 10 20 30 40 50 60

月に数回仕事が入るため

平日に済ませられない用事をまとめて済ませるため

親族の介護や手伝いが必要なため

息抜きのため

土曜日と日曜日・祝日に保護者がすべて就労しているため

その他

無回答

n=(455) (%)
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② 希望利用開始時間 

「９時」が58.2％で最も高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 希望利用終了時間 

「15時」が27.6％で最も高く、次いで「14時」が18.8％、「17時」が13.5％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

-

4.1

20.6

58.2

9.4

- - 1.2 - - - - - - - -

6.5

0

10

20

30

40

50

60

6
時
以
前

7
時

8
時

9
時

1
0
時

1
1
時

1
2
時

1
3
時

1
4
時

1
5
時

1
6
時

1
7
時

1
8
時

1
9
時

2
0
時

2
1
時
以
降

無
回
答

n=(170)(%)

2.4

- - - - 0.6 1.2 1.8

18.8

27.6

12.4
13.5

10.6

3.5

0.6 -

7.1

0

10

20

30

40

6
時
以
前

7
時

8
時

9
時

1
0
時

1
1
時

1
2
時

1
3
時

1
4
時

1
5
時

1
6
時

1
7
時

1
8
時

1
9
時

2
0
時

2
1
時
以
降

無
回
答

n=(170)(%)



第２章 調査結果の詳細 

１．就学前児童保護者調査 

 52

（５）長期休暇期間中、毎日ではなく、たまに利用したい理由 

問２０-１ 問２０で、「２．休みの期間中、週に数日利用したい」に○をつけた方にうかがい

ます。毎日ではなく、たまに利用したい理由はなんですか。当てはまる番号すべて

に○をつけてください。 

 

「息抜きのため」が57.5％で最も高く、次いで「休みの期間中に平日の済ませられない用事をまとめ

て済ませるため」が47.2％、「休みの期間中に数回仕事が入るため」が22.0％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．病気の際の対応 

（１）病気やけがで通常の教育・保育事業が利用できなかった経験 

問２１ 平日の定期的な教育・保育の事業を利用していると答えた保護者の方（問１１で「１．

利用している」に○をつけた方）にうかがいます。利用していらっしゃらない方は、

問２２にお進みください。 

この１年間に、宛名のお子さんが病気やけがで通常の事業が利用できなかったことは

ありますか。 

 

「あった」が67.7％、「なかった」が28.9％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あった

67.7%
なかった

28.9%

無回答

3.4%

n=(820)

ｎ＝(127)

息抜きのため

  休みの期間中に平日の済ませられない用事をまとめて済ませるため

休みの期間中に数回仕事が入るため

親族の介護や手伝いが必要なため

その他

無回答

#N/A

57.5

47.2

22.0

2.4

18.1

0.8

0 10 20 30 40 50 60 70 80 (%)
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（２）通常の教育・保育事業が利用できなかった場合の対処 

問２１-１ この１年間に、宛名のお子さんが病気やけがで通常の事業が利用できなかった場合

の対処方法について「ア～ケ」の対処方法から当てはまる記号すべてに○をつけ、

それぞれの日数も□内に数字でご記入ください（半日程度の対応の場合も１日とカ

ウントしてください）。 

 

①対処方法 

「仕事を休むなどして母親が子どもをみた」が62.9％で最も高く、次いで「仕事を休むなどして父親

が子どもをみた」が32.6％、「（同居者を含む）親族・知人に子どもをみてもらった」が28.1％となっ

ている。 
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28.1 
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仕事を休むなどして父親が子どもをみた

仕事を休むなどして母親が子どもをみた

（同居者を含む）親族・知人に子どもをみてもらった

就労していない保護者が子どもをみた

病児・病後児の保育を利用した

ファミリー・サポート・センターにお願いした

ベビーシッターを利用した

仕方なく子どもだけで留守番をさせた

その他

無回答

n=(555) (%)
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【家庭類型別】 

家庭類型別にみると、「仕事を休むなどして母親が子どもをみた」はフルタイム×フルタイム家庭で

80.0％と他よりも高いが、「仕事を休むなどして父親が子どもをみた」もフルタイム×フルタイム家

庭で47.6％と高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②対処方法別の日数 

「仕事を休むなどして母親が子どもをみた」では、1年間に「１日～４日」が30.7％で最も多く、次に

「５日～９日」の26.6％、「10～19日」が26.1％である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

n

全体 ( 555 )

ひとり親家庭 ( 24 )

フルタイム×フルタイム家庭 ( 250 )

フルタイム×パートタイム家庭 ( 71 )

専業主婦（夫）家庭 ( 76 )

パートタイム×パートタイム家庭 ( 1 )

無業×無業家庭 ( 0 )

n

全体 ( 555 )

ひとり親家庭 ( 24 )

フルタイム×フルタイム家庭 ( 250 )

フルタイム×パートタイム家庭 ( 71 )

専業主婦（夫）家庭 ( 76 )

パートタイム×パートタイム家庭 ( 1 )

無業×無業家庭 ( 0 )

□病児・病後児の保育

を利用した

□ファミリー・サポー

ト・センターにお願い

した

□ベビーシッターを利

用した

□仕方なく子どもだけ

で留守番をさせた

□その他

□仕事を休むなどして

父親が子どもをみた

□仕事を休むなどして

母親が子どもをみた

□（同居者を含む）親

族・知人に子どもをみ

てもらった

□就労していない保護

者が子どもをみた

32.6

4.2

47.6

22.5

11.8

-

0 50 100 (%)
62.9

62.5

80.0

78.9

10.5

-

0 50 100 (%)
28.1

25.0

32.4

32.4

9.2

-

0 50 100 (%)
13.3

-

3.2

1.4

71.1

-

0 50 100 (%)
6.1

4.2

11.2

1.4

-

-

0 50 100 (%)

0.4

-

0.4

1.4

-

-

0 50 100 (%)
1.3

-

2.0

2.8

-

-

0 50 100 (%)
0.2

-

-

-

-

-

0 50 100 (%)
1.4

-

0.8

4.2

-

100.0

0 50 100 (%)

61.9

30.7

37.2

27.0

58.8

50.0

85.7

100.0

62.5

26.5

26.6

30.1

27.0

26.5

-

-

-

25.0

8.3

26.1

23.1

29.7

14.7

50.0

14.3

-

-

1.1

8.3

2.6

9.5

-

-

-

-

-

0.6

4.0

2.6

1.4

-

-

-

-

-

-

0.9

0.6

-

-

-

-

-

-

-

1.4

0.6

2.7

-

-

-

-

-

1.7

2.0

3.2

2.7

-

-

-

-

12.5

仕事を休むなどして父親が子どもをみた n=(181)

仕事を休むなどして母親が子どもをみた n=(349)

（同居者を含む）親族・知人に子どもをみてもらった n=(156)

就労していない保護者が子どもをみた n=(74)

病児・病後児の保育を利用した n=(34)

ファミリー・サポート・センターにお願いした n=(2)

ベビーシッターを利用した n=(7)

仕方なく子どもだけで留守番をさせた n=(1)

その他 n=(8)

1日～4日 5日～9日 10日～19日 20日～29日 30日～39日

40日～49日 50日以上 無回答

（％）
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【仕事を休むなどして父親が子どもをみた×家庭類型】 

対処の日数を、仕事を休むなどして父親が子どもをみたと答えた方について、家庭類型別にみると、

1年間に「１日～４日」はひとり親家庭で100.0％と高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【仕事を休むなどして母親が子どもをみた×家庭類型】 

対処の日数を、仕事を休むなどして母親が子どもをみたと答えた方について、家庭類型別にみると、

フルタイム×フルタイム家庭で割合が多い順に1年間に「10日～19日」（29.5％）、「５日～９日」（27.5％）、

「１日～４日」（27.0％）、となっている。一方、ひとり親家庭では「１日～４日」が５割近くとなっ

ている。 

 

 

 

 

 

30.7

46.7

27.0

30.4

37.5

26.6

26.7

27.5

19.6

50.0

26.1

20.0

29.5

30.4

12.5

8.3

-

9.0

7.1

-

4.0

-

4.0

5.4

-

0.9

-

0.5

1.8

-

1.4

-

1.5

3.6

-

2.0

6.7

1.0

1.8

-

全体 n=(349)

ひとり親家庭 n=(15)

フルタイム×フルタイム家庭 n=(200)

フルタイム×パートタイム家庭 n=(56)

専業主婦（夫）家庭 n=(8)

1日～4日 5日～9日 10日～19日 20日～29日 30日～39日

40日～49日 50日以上 無回答

(%)

61.9

100.0

57.1

68.8

26.5

-

28.6

25.0

8.3

-

10.9

6.3

1.1

-

0.8

-

0.6

-

0.8

-

-

-

-

-

-

-

-

-

1.7

-

1.7

-

全体 n=(181)

ひとり親家庭 n=(119)

フルタイム×フルタイム家庭 n=(16)

フルタイム×パートタイム家庭 n=(9)

1日～4日 5日～9日 10日～19日 20日～29日 30日～39日

40日～49日 50日以上 無回答

(%)
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（３）病児・病後児のための保育施設等の利用希望 

問２１-２ 問２１-１で「ア.仕事を休むなどして父親が子どもをみた」「イ. 仕事を休むなど

して母親が子どもをみた」のいずれかに回答した方にうかがいます。その際、「で

きれば病児・病後児のための保育施設等を利用したい」と思われましたか。当ては

まる番号１つに○をつけ、日数についても□内に数字でご記入ください（数字は一

枠に一字）。なお、病児・病後児のための事業等の利用には、一定の利用料がかか

り、利用前に医師の受診（入室前診察）が必要となります。 

 

①利用希望 

「できれば病児・病後児のための保育施設等を利用したかった」が46.6％、「利用したいとは思わない」

が48.2％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②年間の利用希望日数 

1年間に「５日～９日」が31.2％で最も高く、次いで「10日～19日」が30.0％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

22.9

31.2 30.0

6.5
4.1

0.6 1.2
3.5

0

10

20

30

40

50

1
日
～
4
日

5
日
～
9
日

1
0
日
～
1
9
日

2
0
日
～
2
9
日

3
0
日
～
3
9
日

4
0
日
～
4
9
日

5
0
日
以
上

無
回
答

n=(170)(%)

できれば病児・病後児

のための保育施設等

を利用したかった

46.6%

利用したいとは

思わない

48.2%

無回答

5.2%

n=(365)
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（４）病児・病後児のための保育施設として望ましい事業形態 

問２１-３ 問２１-２で「１.できれば病児・病後児保育施設等を利用したかった」に○をつけ

た方にうかがいます。上記の目的で子どもを預ける場合、その施設等は下記のいず

れの事業形態が望ましいと思いますか。当てはまる番号すべてに○をつけてくださ

い。 

 

「小児科に併設した施設で子どもを保育する事業」が90.0％で最も高く、次いで「幼稚園や保育所等、

他の施設に併設した施設で子どもを保育する事業」が75.9％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）病児・病後児のための保育施設を利用したいとは思わない理由 

問２１-４ 問２１-２で「利用したいとは思わない」に○をつけた方にうかがいます。そう思

われる理由について当てはまる番号すべてに○をつけてください。 

 

「親が仕事などを休んで対応する」が56.8％で最も高く、次いで「病児・病後児を他人にみてもらう

のは不安」が53.4％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｎ＝(176)

親が仕事などを休んで対応する

病児・病後児を他人にみてもらうのは不安

事業施設の立地が不便

事業施設の利用可能時間や日数の設定が利用しにくい

利用料がかかる・高い

利用料がわからない

事業の質に不安がある

以前、利用しようとしたが断られた

その他

無回答

56.8

53.4

32.4

21.6

15.9

10.8

8.5

1.7

19.3

-

0 10 20 30 40 50 60 70 (%)

75.9

90.0

23.5

16.5

1.8

-

0 50 100

幼稚園や保育所等、他の施設に併設した施設で

子どもを保育する事業

小児科に併設した施設で

子どもを保育する事業

地域子育て支援拠点等、小規模施設で子どもを保育する事業

ファミリー・サポート・センター等、地域住民が子育て家庭の

身近な場所で保育する事業

その他

無回答

n=(170) (%)
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（６）父母のいずれかが仕事を休んで看護する希望 

問２１-５ 問２１-１で「ウ.」から｢ケ.｣のいずれかに回答した方にうかがいます。その際、

「できれば父母のいずれかが仕事を休んでみたい」と思いましたか。当てはまる番

号１つに○をつけ、希望日数についても□内に数字でご記入ください（数字は一枠

に一字）。 

 

①希望の有無 

「できれば仕事を休んでみたい」が29.1％、「休んでみることは考えられない」が17.1％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②年間の希望日数 

1年間に「10日～19日」が36.0％で最も高く、次いで「１日～４日」が25.3％、「５日～９日」が21.3％

となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

できれば仕事を

休んでみたい

29.1%

休んでみることは

考えられない

17.1%

無回答

53.9%

n=(258)

25.3

21.3

36.0

8.0
5.3

- -

4.0

0

10

20

30

40

50

1
日
～
4
日

5
日
～
9
日

1
0
日
～
1
9
日

2
0
日
～
2
9
日

3
0
日
～
3
9
日

4
0
日
～
4
9
日

5
0
日
以
上

無
回
答

n=(75)(%)



第２章 調査結果の詳細 

１．就学前児童保護者調査 

59 

（７）子どもを休んでみることは考えられない理由 

問２１-６ 問２１-５で「休んでみることは考えられない」に○をつけた方にうかがいます。

そう思う理由について当てはまる番号すべてに○をつけてください。 

 

「みてもらえる人が必ずいる」が54.5％で最も高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｎ＝(44)

みてもらえる人が必ずいる

子どもの看護を理由に休みがとれない

自営業なので休めない

休暇日数が足りないので休めない

その他

無回答

54.5

13.6

9.1

9.1

25.0

2.3

0 10 20 30 40 50 60 70 (%)
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８．不定期の教育・保育事業や宿泊を伴う一時預かりの利用状況 

（１）不定期の教育・保育事業の利用状況 

問２２ 宛名のお子さんについて、日中の定期的な保育や病気のため以外に、私用、親の通院、

不定期の就労等の目的で不定期に利用している事業はありますか。ある場合は、当て

はまる番号すべてに○をつけ、１年間の利用日数（おおよそ）も□内に数字でご記入

ください（数字は一枠に一字）。ない場合は「７．利用していない」に○をつけてくだ

さい。 

 

①利用状況 

「私立幼稚園の預かり保育」が6.6％、「一時預かり」が3.7％となっている。 

一方、「利用していない」は82.8％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②事業別年間の利用日数 

私立幼稚園の預かり保育では、1年間に19日までの利用が合わせて63.5％と6割を超えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.7 

6.6 

2.3 

0.2 

0.9 

0.4 

82.8 

4.6 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

一時預かり

私立幼稚園の預かり保育

ファミリー・サポート・センター

夜間養護等事業：トワイライトステイ

ベビーシッター

その他

利用していない

無回答

n=(1,114) (%)

34.1

21.6

38.5

50.0

50.0

20.0

29.3

18.9

34.6

50.0

20.0

-

4.9

23.0

15.4

-

20.0

-

12.2

13.5

3.8

-

-

20.0

9.8

4.1

3.8

-

-

-

-

2.7

-

-

-

-

2.4

6.8

-

-

10.0

40.0

7.3

9.5

3.8

-

-

20.0

一時預かり n=(41)

私立幼稚園の預かり保育 n=(74)

ファミリー・サポート・センター n=(26)

夜間養護等事業：トワイライトステイ n=(2)

ベビーシッター n=(10)

その他 n=(5)

1日～4日 5日～9日 10日～19日 20日～29日 30日～39日

40日～49日 50日以上 無回答

（％）
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（２）不定期の教育・保育事業の利用希望 

問２３ 宛名のお子さんに関して、私用、親の通院、不定期の就労等の目的で、年間何日くら

い事業を利用する機会が必要だと思いますか。利用希望の有無と目的について当ては

まる番号・記号すべてに○をつけ、必要な日数をご記入ください（利用したい日数の

合計と、目的別の内訳の日数を□内に数字でご記入ください）。なお事業の利用にあたっ

ては、一定の利用料がかかります。利用する必要がない場合は「２．利用する必要は

ない」に○をつけ、問２４にお進みください。 

 

①利用希望 

「利用したい・利用する必要がある」が44.0％、「利用する必要はない」が37.8％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②利用目的 

「私用（買物、習い事等）、リフレッシュ目的」が52.2％で最も高く、次いで「冠婚葬祭、子どもの親

の通院」が44.4％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

52.2 

44.4 

22.2 

7.8 

23.4 

0 10 20 30 40 50 60

私用（買物、習い事等）、リフレッシュ目的

冠婚葬祭、子どもの親の通院

不定期の就労

その他

無回答

n=(693) (%)

利用したい・利用

する必要がある

44.0%

利用する必要

はない

37.8%

無回答

18.2%

n=(1,114)
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③目的別年間の利用希望日数 

1年間に「10～19日」は私用（買物、習い事等）、リフレッシュ目的で43.6％と最も高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）不定期の教育・保育事業の望ましい事業形態 

問２３-１ 問２３で「１.利用したい・利用する必要がある」に○をつけた方にうかがいます。

問２３の目的でお子さんを預ける場合、下記のいずれの事業形態が望ましいと思い

ますか。当てはまる番号すべてに○をつけてください。 

 

「幼稚園や保育所等、他の施設に併設した施設で子どもを保育する事業」が91.2％で最も高くなって

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

91.2 

34.7 

37.3 

24.7 

11.0 

1.2 

1.2 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

幼稚園や保育所等、他の施設に併設した施設で

子どもを保育する事業

小児科に併設した施設で

子どもを保育する事業

地域子育て支援拠点等、小規模施設で

子どもを保育する事業

ファミリー・サポート・センター等、地域住民が

子育て家庭の身近な場所で保育する事業

夜間養護等事業：トワイライトステイ

その他

無回答

n=(490) (%)

18.0

31.2

20.8

14.8

20.7

37.0

20.1

27.8

43.6

26.3

29.2

31.5

10.2

3.2

7.8

1.9

3.6

1.0

7.8

5.6

0.3

-

3.2

1.9

1.9

0.6

8.4

7.4

1.7

0.6

2.6

9.3

私用（買物、習い事等）、リフレッシュ目的 n=(362)

冠婚葬祭、子どもの親の通院 n=(308)

不定期の就労 n=(154)

その他 n=(54)

1日～4日 5日～9日 10日～19日 20日～29日 30日～39日

40日～49日 50日以上 無回答

（％）



第２章 調査結果の詳細 

１．就学前児童保護者調査 

63 

（４）宿泊を伴う一時預かり 

問２４ この１年間に、保護者の用事（冠婚葬祭、保護者・家族の病気など）により、宛名の

お子さんを泊りがけで家族以外にみてもらわなければならないことはありましたか（預

け先が見つからなかった場合も含みます）。あった場合は、この１年間の対処方法とし

て当てはまる記号すべてに○をつけ、それぞれの日数も□内に数字でご記入ください

（数字は一枠に一字）。 

 

①宿泊を伴う一時預かりの有無 

「あった」が11.3％、「なかった」が81.1％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②対処方法 

「（同居者を含む）親族・知人にみてもらった」が64.3％で最も高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

あった

11.3%

なかった

81.1%

無回答

7.6%

n=(1,114)

64.3 

0.8 

1.6 

1.6 

8.7 

25.4 

0 10 20 30 40 50 60 70

親族・知人にみてもらった

ショートステイを利用した

ショートステイ以外の保育事業

(認可外保育施設、ベビーシッター等)を利用した

仕方なく子どもだけで留守番をさせた

その他

無回答

n=(126) (%)
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③対処方法別年間の利用日数 

「（同居者を含む）親族・知人にみてもらった」では1年間に「１日～４日」は53.1％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

53.1

100.0

100.0

100.0

54.5

28.4

-

-

-

-

8.6

-

-

-

9.1

3.7

-

-

-

-

2.5

-

-

-

-

1.2

-

-

-

-

1.2

-

-

-

-

1.2

-

-

-

36.4

（同居者を含む）親族・知人にみてもらった n=(81)

ショートステイ（短期入所生活援助事業）を利用した n=(1)

ショートステイ以外の保育事業

（認可外保育施設、ベビーシッター等）を利用した n=(2)

仕方なく子どもだけで留守番をさせた n=(2)

その他 n=(11)

1日～4日 5日～9日 10日～19日 20日～29日 30日～39日

40日～49日 50日以上 無回答

（％）



第２章 調査結果の詳細 

１．就学前児童保護者調査 

65 

９．小学校就学後の休日や放課後の過ごし方 

（１）子どもの放課後の過ごし方 

問２５ 宛名のお子さんについて、小学校入学以降、放課後（平日の小学校終了後）の時間を

どのような場所で過ごさせたいと思いますか。当てはまる番号すべてに○をつけ、そ

れぞれ希望する週当たり日数を数字でご記入ください。また、「あいキッズ」の場合に

は、利用を希望する時間も数字でご記入ください。時間は必ず２４時間制（例：１７

時 ）でご記入ください（数字は一枠に一字）。 

 

①過ごさせたい場所 

「あいキッズ」が56.1％で最も高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②場所別希望利用日数 

あいキッズでは「週５日くらい」が49.5％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

26.5 

8.1 

39.6 

56.1 

6.9 

3.6 

26.6 

0 10 20 30 40 50 60

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾等）

あいキッズ

図書館・まなぽーと・児童館等の公共施設

その他

無回答

n=(533) (%)

17.7

51.2

27.5

6.7

40.5

-

27.0

27.9

47.9

16.1

29.7

31.6

22.0

7.0

17.5

16.1

13.5

26.3

3.5

2.3

2.4

7.7

2.7

15.8

22.0

9.3

2.8

49.5

8.1

26.3

1.4

-

0.5

3.3

2.7

-

0.7

-

-

-

-

-

5.7

2.3

1.4

0.7

2.7

-

自宅 n=(141)

祖父母宅や友人・知人宅 n=(43)

習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾等） n=(211)

あいキッズ n=(299)

図書館・まなぽーと・児童館等の公共施設 n=(37)

その他 n=(19)

週1日くらい 週2日くらい 週3日くらい 週4日くらい 週5日くらい

週6日くらい 週7日くらい 無回答

（％）
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③あいキッズの利用希望時間 

「下校から18時まで」が33.8％で最も高く、次いで「下校から17時まで」が25.8％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）子どもの休日の過ごし方 

問２６ 宛名のお子さんの小学校入学以降、土曜日と日曜・祝日や夏休みなどの長期の休暇期

間中に、どのような場所で過ごさせたいと思いますか。当てはまる番号すべてに○を

つけてください。 

 

①土曜日に過ごさせたい場所 

「自宅」が72.4％で最も高く、次いで「習い事」が49.5％、「あいキッズ」が39.6％、「いきいき寺子

屋プラン事業」が30.4％などとなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13.7

25.8

33.8

20.4

4.3

0.7

-

1.3

0 10 20 30 40

下校時から16時以前

下校時から17時まで

下校時から18時まで

下校時から19時まで

下校時から20時まで

下校時から21時まで

それ以降

無回答

n=(299) (%)

72.4 

34.5 

49.5 

39.6 

30.4 

26.6 

1.9 

8.8 

0 10 20 30 40 50 60 70 80

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾等）

あいキッズ

いきいき寺子屋プラン事業

公共施設（図書館・まなぽーと・児童館等）

その他

無回答

n=(533) (%)
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②日曜・祝日に過ごさせたい場所 

「自宅」が81.1％で最も高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③長期の休暇期間中に過ごさせたい場所 

「あいキッズ」が62.3％で最も高く、次いで「自宅」が59.3％、「祖父母宅や友人・知人宅」が51.0％

などとなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

81.1 

31.9 

31.5 

17.1 

17.4 

21.8 

5.8 

9.2 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾等）

あいキッズ

いきいき寺子屋プラン事業

公共施設（図書館・まなぽーと・児童館等）

その他

無回答

n=(533) (%)

59.3 

51.0 

48.6 

62.3 

28.3 

29.3 

7.5 

9.0 

0 10 20 30 40 50 60 70

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾等）

あいキッズ

いきいき寺子屋プラン事業

公共施設（図書館・まなぽーと・児童館等）

その他

無回答

n=(533) (%)



第２章 調査結果の詳細 

１．就学前児童保護者調査 

 68

１０．子育てと職場の両立支援制度 

（１）母親の育児休業取得状況 

問２７ 宛名のお子さんが生まれた時、父母のいずれかもしくは双方が育児休業を取得しまし

たか。母親、父親それぞれについて、当てはまる番号１つに○をつけてください。ま

た、取得していない方はその理由を７つまで数字でご記入ください（数字は一枠に一

字）。 

 

①育児休業取得状況 

「働いていなかった」が37.7％、「取得した（取得中である）」が48.7％、「取得していない」が9.2％

となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②取得期間 

「12～15ヶ月未満」が26.5％で最も高く、次いで「６ヶ月未満」が19.0％、「６～９ヶ月未満」が14.0％、

「９～12ヶ月未満」が13.1％となっている。 
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～
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ヶ
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4
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7
ヶ
月
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満
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7
～
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0
ヶ
月
未
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0
ヶ
月
以
上

無
回
答

n=(543)(%)

働いていな

かった

37.7%

取得した

（取得中である）

48.7%

取得していない

9.2%

無回答

4.4%

n=(1,114)
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③取得していない理由 

「子育てや家事に専念するため退職した」が32.4％で最も高く、次いで「仕事が忙しかった」が21.6％、

「職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった」が20.6％などとなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ｎ＝(102)

子育てや家事に専念するため退職した

仕事が忙しかった

 職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった

職場に育児休業の制度がなかった

 祖父母等の親族にみてもらえる等、制度を利用する必要がなかった

仕事に戻るのが難しそうだった

収入減となり、経済的に苦しくなる

 有期雇用のため育児休業の取得要件を満たさなかった

保育所（園）等に預けることができた

 育児休業を取得できることを知らなかった

（産休後に）仕事に早く復帰したかった

昇給・昇格等が遅れそうだった

配偶者が育児休業制度を利用した

その他

無回答

32.4

21.6

20.6

15.7

11.8

9.8

9.8

8.8

6.9

4.9

2.0

1.0

-

18.6

4.9

0 10 20 30 40 50 (%)
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（２）父親の育児休業取得状況 

問２７ 宛名のお子さんが生まれた時、父母のいずれかもしくは双方が育児休業を取得しまし

たか。母親、父親それぞれについて、当てはまる番号１つに○をつけてください。ま

た、取得していない方はその理由を７つまで数字でご記入ください（数字は一枠に一

字）。 

 

①育児休業取得状況 

「取得していない」が78.4％で最も高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②取得期間 

「６ヶ月未満」が93.5％で最も高くなっている。 
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n=(93)(%)

働いていなかった

1.0%
取得した（取得

中である）

8.3%

取得していない

78.4%

無回答

12.3%

n=(1,114)
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③取得していない理由 

「仕事が忙しかった」が46.6％で最も高く、次いで「職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった」

が37.7％、「配偶者が育児休業制度を利用した」が34.2％、「収入減となり、経済的に苦しくなる」が

30.7％などとなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｎ＝(873)

仕事が忙しかった

 職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった

配偶者が育児休業制度を利用した

収入減となり、経済的に苦しくなる

 祖父母等の親族にみてもらえる等、制度を利用する必要がなかった

職場に育児休業の制度がなかった

昇給・昇格等が遅れそうだった

仕事に戻るのが難しそうだった

 育児休業を取得できることを知らなかった

保育所（園）等に預けることができた

 有期雇用のため育児休業の取得要件を満たさなかった

子育てや家事に専念するため退職した

（産休後に）仕事に早く復帰したかった

その他

無回答

46.6

37.7

34.2

30.7

17.2

13.4

10.9

6.1

3.2

2.6

1.3

0.8

0.7

8.1

6.4

0 10 20 30 40 50 (%)
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（３）育児休業取得後の職場復帰 

問２７-１ 問２７で「２．取得した（取得中である）」と回答した方にうかがいます。 

育児休業取得後、職場に復帰しましたか。当てはまる番号１つに○をつけてくださ

い。 

 

「現在も育児休業中である」が14.0％、「育児休業取得後、職場に復帰した」が79.0％、「育児休業中

に離職した」が4.8％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）育児休業の希望取得期間 

問２７-２ 問２７-１で「１．現在も育児休業中である」と回答した方にうかがいます。希望

する時期に必ずお子さんを預けられる事業があった場合、宛名のお子さんが何歳

何ヶ月のときまで育児休業を取得しますか。お勤め先の育児休業制度の期間内で、

□内に数字でご記入ください（数字は一枠に一字）。 

 

「１歳～１歳３ヶ月未満」が43.9％で最も高くなっている。 
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n=(82)(%)

現在も育児休

業中である

14.0%

育児休業取得後、

職場に復帰した

79.0%

育児休業中に

離職した

4.8%

無回答

2.2%

n=(585)
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（５）職場復帰のタイミング 

問２７-３ 問２７-１で「２.育児休業取得後、職場に復帰した」と回答した方にうかがいます。

育児休業から職場に復帰したのは、年度初めの保育所入所に合わせたタイミングで

したか。あるいはそれ以外でしたか。どちらか１つに○をつけてください。 

 

「年度初めの入所に合わせたタイミングだった」が72.7％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

年度初めの入所に

合わせたタイミング

だった

72.7%

それ以外

だった

25.3%

無回答

1.9%

n=(462)
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（６）職場復帰時の子どもの年齢 

問２７-４ 問２７-１で「２.育児休業取得後、職場に復帰した」と回答した方にうかがいます。

育児休業からは、「実際」にお子さんが何歳何ヶ月のときに職場復帰しましたか。

また、お勤め先の育児休業の制度の期間内で、何歳何ヶ月のときまで取りたかった

ですか。□内に数字でご記入ください（数字は一枠に一字）。 

 

①実際の取得期間 

「0歳9ヶ月～1歳未満」が21.0％で最も高く、次いで「0歳6ヶ月未満」が17.5％、「1歳～1歳3ヶ月未満」

が16.2％などとなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②希望する取得期間 

「1歳～1歳3ヶ月未満」が30.7％で最も高く、次いで「1歳6ヶ月～1歳9月未満」が17.7％となっている。 
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（７）希望時期に職場復帰しなかった理由 

問２７-５ 問２７-４で実際の復帰と希望が異なる方にうかがいます。希望の時期に職場復帰

しなかった理由についてうかがいます。当てはまる番号すべてに○をつけてくださ

い。 

 

「希望する保育所に入るため」が60.6％で最も高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｎ＝(345)

希望する保育所に入るため

経済的な理由で早く復帰する必要があったため

入所申請した保育所に入れなかったため

職場の受け入れ態勢が整っていなかったため

自分や子どもなどの体調が思わしくなかったため

配偶者や家族の希望があったため

その他

無回答
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7.5

0 10 20 30 40 50 60 70 (%)
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（８）育児休業を取得した人の育児給付金受給状況 

問２７で「２．取得した（取得中である）」と回答した方にうかがいます。 

問２８ 育児休業給付金の支給を受けましたか。当てはまる番号１つに○をつけてください。

 

「はい」が80.9％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（９）育児休業中の状況 

問２８-１ 問２８で「１．はい」に○をつけた方にうかがいます。次の中から、あなたの育児

休業中の状況に近い番号をすべて選んで○をつけてください。 

 

「仕事などの都合により育児休業の取得期間を延長できなかった」が34.9％で最も高く、次いで「育

児休業給付金の支給期間が延長になったことを知らなかった」が23.5％「育児休業給付金の支給期間

が延長になったので、育児休業の取得期間を延長した」が21.8％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｎ＝(473)

 保育所等へ入所申込を行ったが、受け入れ枠がなかった

 育児休業給付金の支給期間が延長になったことを知らなかった

無回答

仕事などの都合により育児休業の

取得期間を延長できなかった

育児休業給付金の支給期間が延長に
なったので、育児休業の取得期間を延長した

育児休業給付金の支給期間が延長になったので、

保育所等への入所申込時期を変更した

34.9

21.8

16.7

4.4

23.5

11.2

0 10 20 30 40 (%)

はい

80.9%

いいえ

13.5%

無回答

5.6%

n=(585)
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（１０）母親の短時間勤務制度の利用状況 

問２９ 宛名のお子さんについて、父母のいずれかもしくは双方が短時間勤務制度を利用しま

したか。母親、父親それぞれについて、当てはまる番号１つに○をつけてください。

また、利用していない方は当てはまる理由を７つまで数字でご記入ください（数字は

一枠に一字）。 

 

①利用状況 

「利用した・している」が24.1％、「利用するつもり」が4.6％、「利用していない」が26.2％となって

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②１週当たりの勤務時間 

「10時間未満」が39.4％で最も高く、次いで「30～40時間未満」が36.1％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

39.4

4.5
5.9

36.1

3.7

10.4

0

10

20

30

40

50

1
0
時
間
未
満

1
0
～
2
0
時
間
未
満

2
0
～
3
0
時
間
未
満

3
0
～
4
0
時
間
未
満

4
0
～
5
0
時
間

無
回
答

n=(269)(%)

利用した・

している

24.1%

利用するつもり

4.6%利用して

いない

26.2%

無回答

45.1%

n=(1,114)
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③利用していない理由 

「短時間勤務にすると給与が減額される」が24.0％で最も高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１１）父親の短時間勤務制度の利用状況 

問２９ 宛名のお子さんについて、父母のいずれかもしくは双方が短時間勤務制度を利用しま

したか。母親、父親それぞれについて、当てはまる番号１つに○をつけてください。

また、利用していない方は当てはまる理由を７つまで数字でご記入ください（数字は

一枠に一字）。 

 

①利用状況 

「利用していない」が52.2％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用した・している

0.5%

利用するつもり

0.7%

利用してい

ない

52.2%

無回答

46.6%

n=(1,114)

ｎ＝(292)

その他

無回答

配偶者が育児休業制度や
短時間勤務制度を利用した

配偶者が無職、祖父母等の親族にみてもらえるなど、

子どもをみてくれる人がいた

短時間勤務制度を利用できることを知らなかった

短時間勤務にすると給与が減額される

職場に短時間勤務制度を

取りにくい雰囲気があった

仕事が忙しかった

子育てや家事に専念するため退職した

職場に短時間勤務制度がなかった

（就業規則に定めがなかった）

短時間勤務にすると保育所の

入所申請の優先順位が下がる

24.0

20.9

17.1

16.4

13.7

13.4

6.2

2.7

2.1

18.2

10.6

0 10 20 30 (%)
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②１週当たりの勤務時間 

「10～20時間未満」が50.0％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③利用していない理由 

「仕事が忙しかった」が43.4％で最も高く、次いで「配偶者が育児休業制度や短時間勤務制度を利用

した」が39.8％、「職場に短時間勤務制度を利用しにくい雰囲気があった」が32.2％などとなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

16.7

50.0

-

16.7 16.7

-
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40

50

60
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時
間
未
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未
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～
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満
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0
～
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0
時
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未
満

4
0
～
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0
時
間

無
回
答

n=(6)(%)

ｎ＝(581)

子育てや家事に専念するため退職した

その他

無回答

(ｎ＝0)

短時間勤務にすると保育所の

入所申請の優先順位が下がる

短時間勤務制度を利用できることを知らなかった

仕事が忙しかった

配偶者が育児休業制度や
短時間勤務制度を利用した

職場に短時間勤務制度を

取りにくい雰囲気があった

短時間勤務にすると給与が減額される

職場に短時間勤務制度がなかった

（就業規則に定めがなかった）

配偶者が無職、祖父母等の親族にみてもらえ
るなど、子どもをみてくれる人がいた

43.4

39.8

32.2

28.9

13.1

12.2

7.1

4.6

0.2

6.0

6.9

0 10 20 30 40 50(%)
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１１．子育て全般について 

（１）子育てについて感じること 

問３０ あなたは、自分にとって子育てを楽しいと感じることが多いと思いますか。それとも

つらいと感じることが多いと思いますか。もっとも当てはまる番号１つに○をつけて

ください。 

 

「楽しいと感じることが多い」が60.1％で最も高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）子育てをする上で、気軽に相談できる人や場所 

問３１ 宛名のお子さんの子育て（教育を含む）をする上で、気軽に相談できる人や相談でき

る場所はありますか。「１．いる／ある」と回答した方は、当てはまる記号すべてに○

をつけてください。いない又はない場合は「２．いない／ない」に○をつけてくださ

い。 

 

①相談先の有無 

「いる／ある」が70.4％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

楽しいと感じる

ことが多い

60.1%

楽しいと感じることと、

つらいと感じることが

同じくらい

28.0%

つらいと感じることの

方が多い

3.6%

その他

1.0%

わからない

0.4%
無回答

6.9%

n=(1,114)

いる／ある

70.4%
いない／ない

6.1%

無回答

23.5%

n=(1,114)



第２章 調査結果の詳細 

１．就学前児童保護者調査 

81 

②相談先 

「祖父母、配偶者などの親族」が90.6％と最も高く、次いで「子育て中の仲間」77.7％、「保育園の保

育士」が34.8％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）子どもへの虐待に関する意識 

問３２ あなたは、子どもを虐待しているのではないかと思うことがありますか。 

当てはまる番号１つに○をつけてください。 

 

「思ったことがある」が17.7％、「思ったことはない」が58.9％、「何とも言えない」が16.6％となっ

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

思ったこと

がある

17.7%

思ったことはない

58.9%

何とも言えない

16.6%

無回答

6.8%

n=(1,114)

90.6

77.7

28.4

12.8

34.8

1.3

7.1

1.9

1.0

-

9.3

12.4

5.0

-

0 20 40 60 80 100

祖父母、配偶者などの親族

子育て中の仲間

隣り近所の友人・知人

幼稚園の教諭

保育園の保育士

区役所の子育て関連担当窓口

健康福祉センター

子ども家庭支援センター

児童相談所

民生委員・児童委員

児童館の指導員

かかりつけの医師

その他

無回答

n=(784) (%)
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（４）子どもに対して無意識のうちに行っているかもしれないこと 

問３３ 日頃、子どもに対して無意識のうちに行っているのではないかと思うことはあります

か。当てはまる番号すべてに○をつけてください。 

 

「イライラしたときに感情的な言葉をぶつけることがある」が54.3％で最も高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）希望どおりの子育て支援サービスの利用 

問３４ あなたは、希望した時期に、希望した子育て支援サービスを利用することができまし

たか。もっとも当てはまる番号１つに○をつけてください。 

 

「利用できた」が43.0％、「育児休業を切り上げるなど調整して利用できた」が5.1％、「利用できなかっ

た」が35.4％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用できた

43.0%

育児休業を切り上げるなど

調整して利用できた

5.1%

利用できな

かった

35.4%

その他

8.3%

無回答

8.3%

n=(1,114)

ｎ＝(1114)

イライラしたときに感情的な言葉をぶつけることがある

たたくなどの体罰（暴力）をふるってしまうことがある

しつけのし過ぎ

無視・放置

 長時間、食事を与えないときや、身の回りの世話をしないときがある

その他

特にない

無回答

54.3

14.5

11.2

7.0

0.8

1.5

32.2

8.3

0 10 20 30 40 50 60(%)
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（６）子どもと接する時間 

問３５ 平日にお子さんと一緒に何かをしたり、相手をしている時間は、平均するとだいたい

どれくらいになりますか。もっとも近い番号１つに○をつけてください。 

 

「4時間以上」が33.2％、「1時間以上2時間未満」が16.1％、「2時間以上3時間未満」が14.7％となって

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（７）仕事、家庭、プライベートの優先度 

問３６ あなたの生活の中で、「仕事時間」と「家事（育児）時間」「プライベートの生活時間」

の優先度についてうかがいます。（1）「希望」と（2）「現実」について、もっとも当て

はまるものを回答欄の中からそれぞれ１つ選んで○をつけてください。 

※現在、仕事をしていない方は、今後のお考えをお答えください。 

 

①希望 

「『家事（育児）時間』と『プライベートの生活時間』をともに優先」が42.1％で最も高く、次いで「『仕

事時間』と『家事（育児）時間』をともに優先」が20.7％、「『家事（育児）時間』を優先」が18.9％

となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.3 

5.1 

11.1 

16.1 

14.7 

11.7 

33.2 

6.8 

0 10 20 30 40

15分未満

15分以上30分未満

30分以上1時間未満

1時間以上2時間未満

2時間以上3時間未満

3時間以上4時間未満

4時間以上

無回答

n=(1,114) (%)

1.2 

18.9 

4.9 

20.7 

3.6 

42.1 

0.9 

7.7 

0 10 20 30 40 50

「仕事時間」を優先

「家事（育児）時間」を優先

「プライベートの生活時間」を優先

「仕事時間」と「家事（育児）時間」をともに優先

「仕事時間」と「プライベートの生活時間」をともに優先

「家事（育児）時間」と「プライベートの生活時間」をともに優先

その他

無回答

n=(1,114) (%)
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②現実 

「『家事（育児）時間』を優先」が39.0％で最も高く、次いで「『仕事時間』と『家事（育児）時間』

をともに優先」が24.8％、「『仕事時間』を優先」が19.5％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

19.5 

39.0 

0.4 

24.8 

1.1 

6.0 

1.2 

8.0 

0 10 20 30 40 50

「仕事時間」を優先

「家事（育児）時間」を優先

「プライベートの生活時間」を優先

「仕事時間」と「家事（育児）時間」をともに優先

「仕事時間」と「プライベートの生活時間」をともに優先

「家事（育児）時間」と「プライベートの生活時間」をともに優先

その他

無回答

n=(1,114) (%)
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１２．調査票の回答者について 

（１）回答者の続柄 

問３７ この調査票にご記入いただいた方はどなたですか。当てはまる番号１つに○をつけて

ください。（宛名のお子さんからみた関係を答えてください。） 

 

「母親」が81.3％で最も高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）回答者の年代 

問３８ この調査票をご記入いただいた方の年代について、当てはまる番号１つに○をつけて

ください。 

 

「35～39歳」が35.0％で最も高く、次いで「30～34歳」が27.7％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

母親

81.3%

父親

11.7%

祖母

0.3%

祖父

0.0%

その他

0.3% 無回答

6.5%

n=(1,114)

-

0.9

8.1

27.7

35.0

17.6

3.7

0.2

0.3

0.1

6.5

0 10 20 30 40

20歳未満

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

40～44歳

45～49歳

50～54歳

55～59歳

60歳以上

無回答

n=(1,114) (%)
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（３）教育・保育事業への負担感 

問３９ 教育・保育事業への負担感についてうかがいます。あなたは、教育・保育事業に要す

る保育料などの料金負担に見合うサービスを受けていると思いますか。もっとも当て

はまる番号１つに○をつけてください。 

 

「負担に見合うサービスは受けていると思う」が48.0％で最も高く、次いで「あまり負担に見合うサー

ビスを受けていないと思う」が17.8％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【家庭類型別】 

家庭類型別にみると、「負担以上のサービスを受けていると思う」は、ひとり親家庭で31.9％と他に

比べて高くなっている。一方、「あまり負担に見合うサービスを受けていないと思う」はパートタイ

ム×パートタイム家庭で33.3％と他に比べて高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

負担以上の

サービスを

受けていると思

う

14.7%

負担に見合う

サービスは

受けていると思う

48.0%

あまり負担に見合う

サービスを

受けていないと思う

17.8%

負担に見合う

サービスを

受けていない

と思う

6.0%

その他

4.9%

無回答

8.5%

n=(1,114)

31.9

18.6

11.4

6.0

-

31.9

46.7

56.1

51.4

66.7

10.6

14.5

19.3

21.1

33.3

2.1

5.6

5.3

7.6

-

14.9

5.1

-

4.1

-

8.5

9.4

7.9

9.8

-

ひとり親家庭(n=47)

フルタイム×フルタイム家庭(n=392)

フルタイム×パートタイム家庭(n=114)

専業主婦（夫）家庭(n=317)

パートタイム×パートタイム家庭(n=3)

負担以上のサービスを受けていると思う 負担に見合うサービスは受けていると思う

あまり負担に見合うサービスを受けていないと思う 負担に見合うサービスを受けていないと思う

その他 無回答

（％）
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（４）世帯収入 

問４０ 世帯収入についてうかがいます。昨年（平成２９年）の年間の世帯の総収入はどのく

らいですか。当てはまる番号１つに○をつけてください（生計を一つにする世帯の収

入でお答えください）。 

 

「700～1,000万円未満」が27.2％で最も高く、次いで「500～700万円未満」が24.5％、「300～500万円

未満」が19.7％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）世帯収入に対する教育・保育事業への支出の負担感 

問４１ 世帯収入に対して教育・保育事業への支出の負担感はどのくらいですか。当てはまる

番号１つに○をつけてください。 

 

「負担である」が43.5％で最も高く、次いで「あまり負担には感じない」が28.6％、「大変負担である」

が10.6％となっている。 
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30

40

1
0
0
万
円
未
満

1
0
0
～
3
0
0
万
円
未
満

3
0
0
～
5
0
0
万
円
未
満

5
0
0
～
7
0
0
万
円
未
満

7
0
0
～
1
,
0
0
0
万
円
未
満

1
,
0
0
0
～
1
,
5
0
0
万
円
未
満

1
,
5
0
0
～
2
,
0
0
0
万
円
未
満

2
,
0
0
0
万
円
以
上

無
回
答

n=(1,114)(%)

大変負担である

10.6%

負担である

43.5%

あまり負担には

感じない

28.6%

負担ではない

6.5%

その他

3.3%

無回答

7.5%

n=(1,114)
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（６）現在の暮らし向き 

問４２ あなたは、現在の暮らし向きをどう感じていますか。当てはまる番号１つに○をつけ

てください。 

 

「ふつう」が43.7％で最も高く、次いで「やや苦しい」が30.4％、「ややゆとりがある」が11.9％となっ

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（７）生活の中で負担に感じる費用 

問４３ あなたが生活の中で負担に感じる費用に当てはまる番号１つに○をつけてください。

 

「住宅費」が43.5％で最も高く、次いで「育児・教育費」が23.4％、「食費」が13.1％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

育児・

教育費

23.4%

食費

13.1%
住宅費

43.5%

衣服費

0.7%

医療費

1.2%

その他

4.1%

無回答

13.9%

n=(1,114)

大変苦しい

6.0%

やや苦しい

30.4%

ふつう

43.7%

ややゆとりがある

11.9%

大変ゆとりがある

0.7%

無回答

7.2%

n=(1,114)



第２章 調査結果の詳細 

１．就学前児童保護者調査 

89 

（８）自由意見 

問４４ 最後に教育・保育環境の充実など子育ての環境や支援に関してご意見がございました

ら、ご自由にご記入ください。 

 

子育て全般に関する記述式意見を類型化して整理した。409人から合計433件の回答があり、次のとお

りとなっている。 

 

 

 

 

１．子育て全般に関する意見 87件 

２．情報提供・相談の場所や機会の提供に関する意見 26件 

３．保育サービスの充実に関する意見 79件 

４．保育園への要望等 31件 

５．幼稚園への要望等 5件 

６．労働環境の整備促進に関する意見 11件 

７．保健医療サービスの充実に関する意見 17件 

８．負担の軽減・不公平感等に関する意見 52件 

９．公園など遊び場の整備・機能向上に関する意見 24件 

10．子ども連れのための施設の整備・充実に関する意見 58件 

11．子どもの安全に関する意見 6件 

12．その他の意見 37件 

合  計 433件 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．小学生児童保護者調査 
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１．子どもと家族の状況 

（１）子どもの学年 

問１ 宛名のお子さんの生年月をご記入ください（□内に数字でご記入ください。数字は一枠

に一字）。 

 

学年別の人数は「1年生」が18.2％で最も高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）きょうだいの人数と末子の年齢 

問２ 宛名のお子さんを含め、お子さんは何人いますか。お２人以上のお子さんがいらっしゃ

る場合は、末子の方の生年月をご記入ください（□内に数字でご記入ください。数字は

一枠に一字）。 

 

きょうだいの人数は「２人」が53.0％で最も高くなっている。 

末子の年齢は「５歳以下」が30.2％で最も高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5歳以下

30.2%

6歳

8.1%

7歳

16.3%

8歳

11.3%

9歳

11.3%

10歳

8.6%

11歳

7.4%

12歳

5.6% 無回答

1.1%

(n=443)

1年生

18.2%

2年生

17.5%

3年生

16.4%

4年生

15.9%

5年生

15.9%

6年生

15.0%

無回答

1.1%

(n=560)

1人

19.8%

2人

53.0%

3人以上

26.1%

無回答

1.1%

(n=560)
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（３）同居・近居の状況 

問３ 宛名のお子さんとの同居・近居（おおむね３０分以内程度に行き来できる範囲）の状況

についてお答えください。続柄は宛名のお子さんからみた関係です。当てはまる番号す

べてに○をつけてください。 

 

「父母同居」が87.0％で最も高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）子育てを主に行っている人 

問４ 宛名のお子さんの子育て（教育を含む）を主に行っているのはどなたですか。お子さん

からみた関係で当てはまる番号１つに○をつけてください。 

 

「父母ともに」が51.1％で最も高く、次いで「主に母親」が46.4％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

父母ともに

51.1%

主に母親

46.4%

主に父親

1.1%

主に祖父母

0.4%

その他

0.9% 無回答

0.2%

(n=560)

87.0 

0.9 

8.6 

5.4 

9.1 

20.5 

24.3 

3.4 

0.7 

0 50 100

父母同居

父同居（ひとり親家庭）

母同居（ひとり親家庭）

祖父同居

祖母同居

祖父近居

祖母近居

その他

無回答

(n=560) (%)
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（５）子育てを主に行っている人の健康状態 

問４-１ 主に宛名のお子さんの子育てを行っている方の健康状態について、もっとも近いもの

はどれですか。当てはまる番号１つに○をつけてください（問４で「１．父母ともに」

もしくは「４．主に祖父母」と答えた方は一日の中で宛名のお子さんと一緒にいらっ

しゃる時間が長い方の健康状態をお答えください）。 

 

「よい」が55.9％で最も高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）居住地区 

問５ お住まいの地区（地域センターの管轄）として当てはまる番号１つに○をつけてくださ

い。お住まいの地区がわからない場合は、同封の「地域センター管轄一覧」でご確認く

ださい。 

 

「徳丸」が9.5％、「下赤塚」が8.8％、「成増」と「高島平」が8.4％などとなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

よい

55.9%
まあよい

20.7%

ふつう

17.9%

あまりよくない

4.1%

よくない

0.2% 無回答

1.3%

(n=560)

8.2

3.9

2.7

4.5

2.1

3.8

4.5

4.1

4.3

7.3

7.1

2.5

5.4

4.6

8.8

8.4

9.5

8.4

-

0 5 10 15 20

板橋

熊野

仲宿

仲町

富士見

大谷口

常盤台

清水

志村坂上

中台

蓮根

舟渡

前野

桜川

下赤塚

成増

徳丸

高島平

無回答

(n=560)
(%)
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（７）日頃、子どもをみてもらえる親族や友人・知人 

問６ 日頃、宛名のお子さんをみてもらえる親族・知人はいますか。当てはまる番号すべてに

○をつけてください。 

 

「緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族にみてもらえる」が50.4％で最も高くなっている。 

一方、「いずれもいない」は16.8％である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

24.5

50.4

6.1

31.3

16.8

-

0 20 40 60

日常的に祖父母等の親族にみてもらえる

緊急時もしくは用事の際には祖父母等の

親族にみてもらえる

日常的に子どもをみてもらえる友人・知人

がいる

緊急時もしくは用事の際には子どもをみて

もらえる友人・知人がいる

いずれもいない

無回答

(n=560) (%)
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２．保護者の就労状況 

（１）母親の就労状況 

問７ 現在の就労状況（自営業や家族従事者を含む）をうかがいます。当てはまる番号１つに

○をつけ、該当する□内には数字を２４時間制でご記入ください。「１．フルタイム就労

で就労している」または「３．パート・アルバイト等で就労している」に○をつけた方

は家を出る時間と帰宅時間の当てはまる番号１つにも○をつけてください。 

 

① 就労状況 

「パート・アルバイト等で就労している」が30.5％で最も高く、次いで「フルタイム（週５日程度・

１日８時間程度）で就労している。（育休・介護休業中は含まない）」が26.3％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 【フルタイム】１週当たりの就労時間 

「31～40時間」が69.9％で最も高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

8.2

69.9

16.4

2.7
- 0.7 0.7 1.4

0

20

40

60

80

3
0
時
間
以
下

3
1
～
4
0
時
間

4
1
～
5
0
時
間

5
1
～
6
0
時
間

6
1
～
7
0
時
間

7
1
～
8
0
時
間

8
1
時
間
以
上

無
回
答

(n=146)(%)

フルタイム（週５日

程度・１日８時間程

度）で就労している

（産休・育休・介護

休業中は含まない）

26.3%

フルタイムで就

労しているが、産

休・育休・介護休

業中である

0.7%
パート・アルバイト等

で就労している

30.5%

以前は就労して

いたが、現在は

就労していない

25.8%

これまで

就労した

ことがない

3.8%

無回答

13.0%

(n=555)
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③ 【フルタイム】出勤時間 

「8時台」が43.8％で最も高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 【フルタイム】帰宅時間 

「18時台」が43.3％で最も高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

- 0.7
2.7

34.2

43.8

4.1
1.4

- -
1.4

11.6

0

10

20

30

40

50

4
時
台

5
時
台

6
時
台

7
時
台

8
時
台

9
時
台

1
0
時
台

1
1
時
台

1
2
時
台

1
～
9
以
外
の
時
間

無
回
答

(n=146)(%)

1.8

25.2

43.3

12.3

3.9
1.6 0.5 1.0 - 0.3

10.0

0

10

20

30

40

50

8
時
～
1
6
時
台

1
7
時
台

1
8
時
台

1
9
時
台

2
0
時
台

2
1
時
台

2
2
時
台

2
3
時
台

2
4
時
台

1
～
9
以
外
の
時
間

無
回
答

(n=381)(%)
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⑤ 【パートタイム、アルバイト】１週当たりの就労時間 

「30時間以下」が88.2％で最も高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ 【パートタイム、アルバイト】出勤時間 

「8時台」が56.8％で最も高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

88.2

11.2

- - - - 0.6 -
0

50

100

3
0
時
間
以
下

3
1
～
4
0
時
間

4
1
～
5
0
時
間

5
1
～
6
0
時
間

6
1
～
7
0
時
間

7
1
～
8
0
時
間

8
1
時
間
以
上

無
回
答

(n=169)(%)

- - 0.6

5.9

56.8

25.4

5.3

- 0.6
3.0 2.4

0

10

20

30

40

50

60

4
時
台

5
時
台

6
時
台

7
時
台

8
時
台

9
時
台

1
0
時
台

1
1
時
台

1
2
時
台

1
～
9
以
外
の
時
間

無
回
答

(n=169)(%)
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⑦ 【パートタイム、アルバイト】帰宅時間 

「８時～16時台」が35.5％で最も高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧ 【パートタイム、アルバイト】フルタイムへの転換希望 

「希望はない」が46.2％で最も高く、次いで「希望はあるが予定はない」が40.2％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

希望があり、転換予定

5.9%

希望があるが

予定はない

40.2%

希望は

ない

46.2%

就労をやめて

子育てや家事

に専念したい

1.8%

無回答

5.9%

(n=169)

35.5
33.3

22.5

0.7 - 0.7 -
1.4

-
2.2

3.6

0

10

20

30

40

50

8
時
～
1
6
時
台

1
7
時
台

1
8
時
台

1
9
時
台

2
0
時
台

2
1
時
台

2
2
時
台

2
3
時
台

2
4
時
台

1
～
9
以
外
の
時
間

無
回
答

(n=138)(%)
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（２）父親の就労状況 

問７ 現在の就労状況（自営業や家族従事者を含む）をうかがいます。当てはまる番号１つに

○をつけ、該当する□内には数字を２４時間制でご記入ください。「１．フルタイム就労

で就労している」または「３．パート・アルバイト等で就労している」に○をつけた方

は家を出る時間と帰宅時間の当てはまる番号１つにも○をつけてください。 

 

① 就労状況 

「フルタイム（週５日程度・１日８時間程度）で就労している。（育休・介護休業中は含まない）」が

75.0％で最も高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 【フルタイム】１週当たりの就労時間 

「41～50時間」が34.9％で最も高く、次いで「31～40時間」が30.5％、「51～60時間」が15.1％となっ

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

3.6

30.5

34.9

15.1

4.7
2.6 2.3

6.3

0

20

40

60

3
0
時
間
以
下

3
1
～
4
0
時
間

4
1
～
5
0
時
間

5
1
～
6
0
時
間

6
1
～
7
0
時
間

7
1
～
8
0
時
間

8
1
時
間
以
上

無
回
答

(n=384)(%)

フルタイム（週５日程

度・１日８時間程度）

で就労している（育

休・介護休業中は含

まない）

75.0%

フルタイムで就

労しているが、

育休・介護休業

中である

0.2%

パート・アルバイト

等で就労している

0.2%

以前は就労して

いたが、現在は

就労していない

0.8%

無回答

23.8%

(n=512)
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③ 【フルタイム】出勤時間 

「7時台」が 33.6％で最も高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 【フルタイム】帰宅時間 

「21時台」が 16.1％で最も高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 【パートタイム、アルバイト】出勤時間 

父親がパート・アルバイト等で働いていると答えた方は1件で、その出勤時間は「10時台」となってい

る。 

⑥ 【パートタイム、アルバイト】帰宅時間 

父親がパート・アルバイト等で働いていると答えた方は1件で、その帰宅時間は「8時～16時台」となっ

ている。  

2.1 2.1

7.6

15.1 15.1
16.1

11.7

7.0

4.7
3.6

14.8

0

10

20

30

8
時
～
1
6
時
台

1
7
時
台

1
8
時
台

1
9
時
台

2
0
時
台

2
1
時
台

2
2
時
台

2
3
時
台

2
4
時
台

1
～
9
以
外
の
時
間

無
回
答

(n=384)(%)

0.3

4.2

16.7

33.6

21.1

3.9
2.1

- 0.8
2.9

14.6

0

10

20

30

40

50

4
時
台

5
時
台

6
時
台

7
時
台

8
時
台

9
時
台

1
0
時
台

1
1
時
台

1
2
時
台

1
～
9
以
外
の
時
間

無
回
答

(n=384)(%)
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⑦ 【パートタイム、アルバイト】１週当たりの就労時間 

父親がパート・アルバイト等で働いていると答えた方は1件で、その就労時間は「30時間以下」となっ

ている。 

⑧ 【パートタイム、アルバイト】フルタイムへの転換希望 

父親がパート・アルバイト等で働いていると答えた方は1件で、「希望はない」となっている。 

 

（３）家庭類型 

同居・近居の状況（問３）と、母親・父親の就労状況（問７）の回答から、家庭の形態を以下のよ

うな６つの区分に分類した。 

 

Ａ ひとり親家庭 

母子家庭もしくは父子家庭 

Ｂ フルタイム×フルタイム家庭 

母親と父親がともにフルタイム（産休・育休・介護休業中も含む）で就労している家庭 

Ｃ フルタイム×パートタイム家庭 

どちらか一方の親がフルタイム（産休・育休・介護休業中も含む）で就労し、もう一方の親がパー

ト・アルバイト等で就労している家庭 

Ｄ 専業主婦（夫）家庭 

どちらか一方の親が就労し、もう一方の親が就労していない家庭 

Ｅ パートタイム×パートタイム家庭 

母親と父親がともにパート・アルバイト等で就労している家庭 

Ｆ 無業×無業家庭 

母親と父親がともに就労していない家庭 

 

「フルタイム×パートタイム家庭」が24.6％で最も高く、「専業主婦（夫）家庭」が21.8％、「フル

タイム×フルタイム家庭」が20.7％、「ひとり親家庭」が9.5％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

ひとり親家庭

9.5%

フルタイム×

フルタイム家庭

20.7%

フルタイム×パート

タイム家庭

24.6%

専業主婦（夫）

家庭

21.8%

パートタイム×

パートタイム家庭

0.7%

無回答

22.7%

(n=560)
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（４）未就労の保護者の就労希望 

問７-１ 問７の（１）または（２）で「４.以前は就労していたが、現在は就労していない」

または「５.これまで就労したことがない」に○をつけた方にうかがいます。 

今後、就労したいという希望はありますか。当てはまる番号・記号に○をつけ該当す

る□内には数字をご記入ください（数字は一枠に一字）。 

 

① 就労希望 

「すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい」が36.4％で最も高く、「１年より先、一番小さい子ど

もが□歳になったころに就労したい」が30.3％、「就労の希望はない」が18.2％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 末子の年齢による就労意向 

「７～８歳」が26.0％で最も高く、次いで「６歳」「11～12歳」が14.0％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.0

8.0

10.0

2.0

14.0

26.0

12.0

14.0

10.0

-

0 10 20 30

0歳～2歳

3歳

4歳

5歳

6歳

7歳～8歳

9歳～10歳

11歳～12歳

13歳以上

無回答

（n=50） (%)

就労の希望はない

18.2%

１年より先、一番小さい

子どもが□□歳になっ

たころに就労したい

30.3%すぐにでも、もしくは

１年以内に就労したい

36.4%

無回答

15.2%

(n=165)
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③ 希望する就労形態 

「パートタイム・アルバイト等」が65.0％で最も高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ １週あたりの希望就労日数 

「３日」が53.8％で最も高く、次いで「２日」が23.1％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

-

23.1

53.8

20.5

2.6
-

0

20

40

60

1
日

2
日

3
日

4
日

5
日
以
上

無
回
答

(n=39)(%)

フルタイム

（週５日程度・１日８時間

程度の就労）

8.3%

パートタイム、

アルバイト等

65.0%

無回答

26.7%

(n=60)
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⑤ 希望就労時間 

「５時間」が51.3％で最も高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）就労希望がありながら、現在働いていない理由 

問７-２ 問７-１で「２．１年より先に就労したい」、「３．すぐにでも、もしくは１年以内に

就労したい」を選ばれた方にうかがいます。就労希望がありながら、現在働いていな

い理由は何ですか。もっとも近いものの番号を１つだけ選んで○をつけてください。

 

「働きながら子育てできる適当な仕事がない」が41.8％で最も高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.1

38.5

51.3

5.1

- - -
0

20

40

60

3
時
間
以
内

4
時
間

5
時
間

6
時
間

7
時
間

8
時
間
以
上

無
回
答

(n=39)(%)

放課後の事業が

利用できれば

就労したい

0.9%

働きながら子育てできる

適当な仕事がない

41.8%

希望する分野の

仕事や能力を

生かせる仕事がない

8.2%

家族の考え方

（親族の理解が得られない）等

就労する環境が整っていない

11.8%

その他

31.8%

無回答

5.5%

(n=110)
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３．子どもの生活習慣 

（１）子どもの基本的な生活習慣の習得度 

問８ 宛名のお子さんは、基本的な生活習慣を身につけていると思いますか。当てはまる番号

１つに○をつけてください。 

 

「まあまあ身につけている」が51.8％で最も高く、次いで「身につけている」が42.0％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

身に

つけている

42.0%
まあまあ身に

つけている

51.8%

あまり

身につけて

いない

3.9%

身につけていない

1.3%
無回答

1.1%

(n=560)
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（２）子どもに身につけてほしい生活習慣 

問９ 宛名のお子さんに身につけてほしい生活習慣は何ですか。当てはまる番号すべてに○を

つけてください。 

 

「整理整頓をする」が69.1％で最も高く、次いで「自分のことは自分でする」が61.1％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

69.1 

61.1 

55.4 

54.8 

50.0 

49.3 

48.8 

48.4 

46.6 

46.6 

38.8 

37.1 

2.7 

0.7 

0 20 40 60 80

整理整頓をする

自分のことは自分でする

あいさつをする

早寝・早起き

宿題をきちんとする

読書をする

身体を動かして遊ぶ

家の手伝いをする

好き嫌いをしないで食事をする

家庭で決めたテレビ視聴やゲームの

使用時間を守る

家族と学校での出来事などの話をする

家庭で決めたスマートフォンやネット等の

使用ルールを守る

その他

無回答

(n=560)
(%)
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（３）日頃、心がけていること 

問１０ 宛名のお子さんが基本的な生活習慣を身につけるうえで、日頃、心がけていることは

何ですか。当てはまる番号すべてに○をつけてください。 

 

「あいさつを交わす」が77.5％で最も高く、次いで「早寝・早起きなど規則正しい生活」が69.8％、

「子どもの話をよく聞く」が69.1％、「自分のことは自分でさせる」が66.8％などとなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）起床・夕食・就寝時間 

問１１ 宛名のお子さんの（１）起床時間・（２）夕食時間・（３）就寝時間にそれぞれ当ては

まる番号１つに○をつけてください。 

① 起床時間 

「７時台」が53.0％で最も高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5時台

1.3%

6時台

44.6%
7時台

53.0%

8時台

0.2%

無回答

0.9%

(n=560)

77.5 

69.8 

69.1 

66.8 

48.9 

48.6 

40.2 

30.7 

18.4 

2.9 

0.7 

0 50 100

あいさつを交わす

早寝・早起きなど規則正しい生活

子どもの話をよく聞く

自分のことは自分でさせる

家庭内でのルールをつくる

家族そろって食事をする

子どもと一緒に遊ぶ

子どもの読書への関心を引き出す

地域の行事に親子で参加する

その他

無回答

(n=560) (%)
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② 夕食時間 

「19時台」が46.6％で最も高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 就寝時間 

「21時台」が54.6％で最も高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

19時台

0.9% 20時台

10.5%

21時台

54.6%

22時台

28.9%

23時台

3.8%

無回答

1.3%

(n=560)

16時台

0.2%
17時台

4.1%

18時台

38.9%
19時台

46.6%

20時台

8.4%

21時台

0.9%

無回答

0.9%

(n=560)
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４．子どもの進学希望 

（１）子どもの進学先についての希望 

問１２ 宛名のお子さんについて、希望としてどの段階の学校まで進学してほしいですか。当

てはまる番号１つに○をつけてください。 

 

「大学卒業」が72.3％で最も高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）子どもの現実的な進学先 

問１３ 宛名のお子さんについて、現実的にはどの段階までの進学になると思いますか。当て

はまる番号１つに○をつけてください。 

 

「大学卒業」が60.2％で最も高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

-

7.9

5.7

3.0

72.3

3.6

1.8

4.6

1.1

0 20 40 60 80

中学校卒業

高等学校卒業

専門学校卒業

高等専門学校・短期大学卒業

大学卒業

大学院卒業

その他

わからない

無回答

(n=560) (%)

0.4 

8.9 

6.8 

5.2 

60.2 

2.0 

0.4 

15.0 

1.3 

0 20 40 60 80

中学校卒業

高等学校卒業

専門学校卒業

高等専門学校・短期大学卒業

大学卒業

大学院卒業

その他

わからない

無回答

(n=560) (%)
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（３）子どもの現実的な進学先を選んだ理由 

問１４ 問１３の回答を選んだ理由は何ですか。当てはまる番号１つに○をつけてください。

 

「一般的な進路だと思うから」が43.6％で最も高くなっている。一方、「家庭に経済的な余裕がないか

ら」が、9.8％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

43.6 

18.2 

11.1 

9.8 

14.8 

2.5 

0 10 20 30 40 50

一般的な進路だと思うから

子どもの学力から考えて妥当だから

子どもがそう希望しているから

家庭に経済的な余裕がないから

その他

無回答

(n=560) (%)
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５．子どもの休日や放課後の過ごし方 

（１）子どもの放課後の過ごし方 

問１５ 宛名のお子さんについて、放課後（平日の小学校終了後）の時間をどのような場所で

過ごさせたいと思いますか。当てはまる番号すべてに○をつけ、それぞれ希望する週

当たり日数を数字でご記入ください。また、「あいキッズ」の場合には、利用を希望す

る時間も数字でご記入ください。時間は必ず２４時間制（例：１７時 ）でご記入くだ

さい（数字は一枠に一字）。 

 

① 過ごさせたい場所 

「習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾等）」が51.1％で最も高く、次いで「自宅」が44.3％

となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 場所別希望利用日数 

「週１日くらい」は図書館・まなぽーと・児童館等の公共施設で72.0％と最も高く、「週５日くらい」

はあいキッズで14.6％と最も高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

44.3 

10.4 

51.1 

30.9 

8.9 

13.2 

30.0 

0 20 40 60

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾等）

あいキッズ

図書館・まなぽーと・児童館等の公共施設

その他

無回答

(n=560) (%)

25.1

62.1

18.9

21.6

72.0

26.4

35.0

29.3

35.8

25.1

22.0

33.3

22.2

5.2

27.4

25.1

4.0

15.3

7.0

1.7

12.6

11.7

2.0

11.1

9.9

1.7

2.8

14.6

-

13.9

-

-

1.4

1.8

-

-

0.8

-

1.1

-

-

-

-

-

-

-

-

自宅 n=(243)

祖父母宅や友人・知人宅 n=(58)

習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾等） n=(285)

あいキッズ n=(171)

図書館・まなぽーと・児童館等の公共施設 n=(50)

その他 n=(72)

週1日くらい 週2日くらい 週3日くらい 週4日くらい 週5日くらい

週6日くらい 週7日くらい 無回答

-

（％）
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③ あいキッズの利用希望時間 

「17時まで」が50.9％で最も高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）子どもの休日の過ごし方 

問１６ 宛名のお子さんの小学校入学以降、土曜日と日曜・祝日や夏休みなどの長期の休暇期

間中に、どのような場所で過ごさせたいと思いますか。当てはまる番号すべてに○を

つけてください。 

 

① 土曜日に過ごさせたい場所 

「自宅」が75.4％で最も高く、次いで「習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾等）」54.6％と

なっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

24.3

50.9

14.5

7.5

1.2

-

-

1.7

0 20 40 60

下校時から16時以前

下校時から17時まで

下校時から18時まで

下校時から19時まで

下校時から20時まで

下校時から21時まで

それ以降

無回答

(n=173) (%)

75.4 

36.1 

54.6 

13.9 

24.3 

15.2 

0.4 

0 20 40 60 80

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾等）

あいキッズ

いきいき寺子屋プラン事業

その他

無回答

(n=560) (%)
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② 日曜・祝日に過ごさせたい場所 

「自宅」が84.1％で最も高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 長期の休暇期間中 

「自宅」が72.3％で最も高く、次いで「祖父母宅や友人・知人宅」が61.3％、「習い事（ピアノ教室、

サッカークラブ、学習塾等）」が54.6％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

84.1 

34.3 

29.6 

3.6 

8.4 

17.5 

0.9 

0 50 100

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾等）

あいキッズ

いきいき寺子屋プラン事業

その他

無回答

(n=560) (%)

72.3 

61.3 

54.6 

43.9 

17.0 

19.8 

0.7 

0 20 40 60 80

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾等）

あいキッズ

いきいき寺子屋プラン事業

その他

無回答

(n=560) (%)
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６．子育て支援サービスの認知度・利用度・満足度 

（１）子育て支援サービスの認知度・利用度 

問１７ 子育て支援サービスの「認知度」「利用度」についてうかがいます。下記のサービスを

知っていたり、これまでに利用したことはありますか。また、今後利用したいと思い

ますか。サービスごとにＡ～Ｃのそれぞれについて「はい」、「いいえ」のどちらかに

○をつけてください。 

 

① 認知度 

「はい」は放課後対策事業（あいキッズ）で93.0％と最も高く、次いで、保健師・助産師による訪問

指導で82.1％、健康福祉センターの育児相談で81.1％となっている。 

一方、学習支援事業『まなぶーす』では14.1％と低くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

73.8 

81.1 

82.1 

42.1 

58.4 

36.8 

46.6 

59.6 

49.5 

71.1 

58.2 

93.0 

76.4 

61.4 

54.8 

27.9 

14.1 

21.3 

15.9 

13.8 

55.0 

38.4 

60.9 

49.8 

38.4 

47.7 

26.6 

38.0 

1.6 

19.1 

35.7 

42.3 

70.0 

83.0 

5.0 

3.0 

4.1 

2.9 

3.2 

2.3 

3.6 

2.0 

2.9 

2.3 

3.8 

5.4 

4.5 

2.9 

2.9 

2.1 

2.9 

① 母親学級・両親学級

② 健康福祉センターの育児相談

③ 保健師・助産師による訪問指導

④ 離乳食訪問お助け隊

⑤ 子ども発達支援センター

⑥ 家庭教育学級・子育て講座

⑦ 教育相談（教育相談所）

⑧ 不登校やいじめの相談（板橋フレンドセンターなど）

⑨ 身近な地域における親子のひろば・交流の場（親子たこあげ大会など）

⑩ 子育て相談（子ども家庭支援センター、保育園、幼稚園、児童館等）

⑪ 保育所や幼稚園の園庭等の開放

⑫ 放課後対策事業（あいキッズ）

⑬ いきいき寺子屋プラン事業

⑭ ファミリー・サポート・センター（地域住民が子どもを預かる事業）

⑮ 区が発行している「いたばし子育て情報ブック」

⑯ ショートステイ・トワイライトステイ

⑰ 学習支援事業『まなぶーす』

n=(560)

はい いいえ 無回答

(%)
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② 利用経験の有無 

各子育て支援サービスを知っている人に、利用したことがあるかをたずねたところ、「はい」は放課後

対策事業（あいキッズ）で88.5％と最も高く、次いで母親学級・両親学級で61.3％、保健師・助産師

による訪問指導で59.1％となっている。 

一方、不登校やいじめの相談（板橋フレンドセンターなど）で2.1％、学習支援事業『まなぶーす』で

5.1％、ショートステイ・トワイライトステイでは、7.7％と低くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

61.3 

34.1 

59.1 

10.6 

15.3 

25.7 

12.3 

2.1 

37.9 

35.7 

48.2 

88.5 

49.5 

17.2 

45.0 

7.7 

5.1 

34.4 

59.5 

35.7 

81.4 

77.4 

64.1 

78.5 

89.8 

55.6 

57.3 

45.1 

8.1 

45.3 

76.2 

46.6 

82.7 

82.3 

4.4 

6.4 

5.2 

8.1 

7.3 

10.2 

9.2 

8.1 

6.5 

7.0 

6.7 

3.5 

5.1 

6.7 

8.5 

9.6 

12.7 

① 母親学級・両親学級

② 健康福祉センターの育児相談

③ 保健師・助産師による訪問指導

④ 離乳食訪問お助け隊

⑤ 子ども発達支援センター

⑥ 家庭教育学級・子育て講座

⑦ 教育相談（教育相談所）

⑧ 不登校やいじめの相談（板橋フレンドセンターなど）

⑨ 身近な地域における親子のひろば・交流の場（親子たこあげ大会など）

⑩ 子育て相談（子ども家庭支援センター、保育園、幼稚園、児童館等）

⑪ 保育所や幼稚園の園庭等の開放

⑫ 放課後対策事業（あいキッズ）

⑬ いきいき寺子屋プラン事業

⑭ ファミリー・サポート・センター（地域住民が子どもを預かる事業）

⑮ 区が発行している「いたばし子育て情報ブック」

⑯ ショートステイ・トワイライトステイ

⑰ 学習支援事業『まなぶーす』

n=(413)

はい いいえ 無回答

(%)
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③ 今後の利用希望 

「はい」は放課後対策事業（あいキッズ）で71.6％と最も高く、次いでいきいき寺子屋プラン事業で

58.2％、身近な地域における親子のひろば・交流の場（親子たこあげ大会など）で40.4％となってい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13.8 

21.4 

10.4 

6.3 

16.6 

20.0 

27.7 

23.9 

40.4 

23.8 

18.2 

71.6 

58.2 

22.3 

39.6 

13.4 

22.0 

73.2 

65.5 

75.9 

81.3 

70.0 

67.0 

58.4 

63.2 

47.0 

63.2 

68.4 

16.8 

29.1 

65.9 

47.1 

73.9 

66.4 

13.0 

13.0 

13.8 

12.5 

13.4 

13.0 

13.9 

12.9 

12.7 

13.0 

13.4 

11.6 

12.7 

11.8 

13.2 

12.7 

11.6 

① 母親学級・両親学級

② 健康福祉センターの育児相談

③ 保健師・助産師による訪問指導

④ 離乳食訪問お助け隊

⑤ 子ども発達支援センター

⑥ 家庭教育学級・子育て講座

⑦ 教育相談（教育相談所）

⑧ 不登校やいじめの相談（板橋フレンドセンターなど）

⑨ 身近な地域における親子のひろば・交流の場（親子たこあげ大会など）

⑩ 子育て相談（子ども家庭支援センター、保育園、幼稚園、児童館等）

⑪ 保育所や幼稚園の園庭等の開放

⑫ 放課後対策事業（あいキッズ）

⑬ いきいき寺子屋プラン事業

⑭ ファミリー・サポート・センター（地域住民が子どもを預かる事業）

⑮ 区が発行している「いたばし子育て情報ブック」

⑯ ショートステイ・トワイライトステイ

⑰ 学習支援事業『まなぶーす』

n=(560)

はい いいえ 無回答

(%)
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（２）子育て支援サービスの満足度 

問１８ 板橋区の子育て支援事業の「満足度」をおたずねします。下記の各項目について、そ

れぞれ当てはまる番号１つに○をつけてください。 

 

事業別に満足度をみると、「大変満足」は放課後対策事業（あいキッズ）の充実で28.8％と他に比べて

高く、「大変満足」と「ほぼ満足」を合わせた割合では放課後対策事業（あいキッズ）の充実で76.5％、

いきいき寺子屋プラン事業の充実で48.2％と高くなっている。 

一方、「大変不満」は子どもの身近な遊び場の充実で11.6％と他に比べて高く、「大変不満」と「やや

不満」を合わせた割合でも子どもの身近な遊び場の充実は35.9％と高くなっている。 

子育て支援事業の総合評価は、「大変満足」と「ほぼ満足」を合わせた割合が39.8％となっている。 

一方、「やや不満」と「大変不満」を合わせた割合は10.3％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.9

2.7

28.8

9.8

6.1

4.3

4.8

9.5

1.8

1.8

32.9

23.4

47.7

38.4

26.4

31.1

31.6

34.3

18.8

38.0

55.2

65.5

14.8

44.5

30.2

51.4

44.1

31.6

50.7

46.1

5.0

5.4

5.4

4.5

24.3

9.6

15.2

18.9

17.9

8.2

1.3

0.7

1.6

1.4

11.6

1.8

3.0

4.5

9.1

2.1

1.8

2.3

1.8

1.4

1.4

1.8

1.3

1.3

1.8

3.8

① 子育てに関する情報提供・相談の実施

② 自主的な活動（子ども会など）の支援

③ 放課後対策事業（あいキッズ）の充実

④ いきいき寺子屋プラン事業の充実

⑤ 子どもの身近な遊び場の充実

⑥ 家庭・学校・地域の連携による子育て支援の取組み

⑦ 安心して子どもが外出できるまちづくり

⑧ 休日・夜間などの小児医療体制の充実

⑨ 子育て家庭への経済的支援の充実

★ 子育て支援事業の総合評価

n=(560)

大変満足 ほぼ満足 どちらともいえない やや不満 大変不満 無回答

（％）
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（３）重点的に取り組むべき事業 

問１８-１ 上記の①～⑨のうち、今後、特に重点的に取り組むべきものは何と思われますか。

３つまで選んで番号をご記入ください。 

 

「安心して子どもが外出できるまちづくり」が60.4％で最も高く、次いで「子どもの身近な遊び場の

充実」が55.2％、「子育て家庭への経済的支援の充実」が47.0％、「休日・夜間などの小児医療体制の充

実」が41.6％などとなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

60.4 

55.2 

47.0 

41.6 

20.9 

20.0 

13.4 

8.2 

7.7 

3.0 

0 20 40 60 80

安心して子どもが外出できるまちづくり

子どもの身近な遊び場の充実

子育て家庭への経済的支援の充実

休日・夜間などの小児医療体制の充実

放課後対策事業（あいキッズ）の充実

家庭・学校・地域の連携による子育て支援の取組み

子育てに関する情報提供・相談の実施

いきいき寺子屋プラン事業の充実

自主的な活動（子ども会など）の支援

無回答

(n=560) (%)
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７．子育て全般について 

（１）子育てについて感じること 

問１９ あなたは、自分にとって子育てを楽しいと感じることが多いと思いますか。それとも

つらいと感じることが多いと思いますか。もっとも当てはまる番号１つに○をつけて

ください。 

 

「楽しいと感じることが多い」が58.0％で最も高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）子育てをするうえで、気軽に相談できる人や場所 

問２０ 宛名のお子さんの子育て（教育を含む）をするうえで、気軽に相談できる人や相談で

きる場所はありますか。「１．いる／ある」と回答した方は、当てはまる記号すべてに

○をつけてください。「いない／ない」場合は「２．いない／ない」に○をつけてくだ

さい。 

 

① 相談先の有無 

「いる／ある」が72.1％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

楽しいと

感じること

が多い

58.0%

楽しいと感じることと、

つらいと感じることが

同じくらい

33.4%

つらいと感じるこ

との方が多い

4.3%

その他

0.9%

わからない

1.4%
無回答

2.0%

(n=560)

いる／ある

72.1%

いない／ない

9.1%

無回答

18.8%

(n=560)
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② 相談先 

「祖父母、配偶者などの親族」が85.4％で最も高く、次いで「子育て中の仲間」が74.5％となってい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）子どもへの虐待に関する意識 

問２１ あなたは、子どもを虐待しているのではないかと思うことがありますか。 

当てはまる番号１つに○をつけてください。 

 

「思ったことがある」が22.5％、「思ったことはない」が57.5％、「何とも言えない」が17.7％となっ

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

思ったことがある

22.5%

思ったことはない

57.5%

何とも言えない

17.7%

無回答

2.3%

(n=560)

85.4

74.5

39.1

6.4

9.2

31.4

1.2

1.0

2.5

0.5

-

7.2

11.9

6.9

0.7

0 50 100

祖父母、配偶者などの親族

子育て中の仲間

隣り近所の友人・知人

幼稚園の教諭

保育園の保育士

学校の担任の先生

区役所の子育て関連担当窓口

健康福祉センター

子ども家庭支援センター

児童相談所

民生委員・児童委員

あいキッズの指導員

かかりつけの医師

その他

無回答

(n=404) (%)
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（４）子どもに対して無意識のうちに行っているかもしれないこと 

問２２ 日頃、子どもに対して無意識のうちに行っているのではないかと思うことはあります

か。当てはまる番号すべてに○をつけてください。 

 

「イライラしたときに感情的な言葉をぶつけることがある」が65.5％で最も高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）希望どおりの子育て支援サービスの利用 

問２３ あなたは、希望した時期に、希望した子育て支援サービスを利用することができまし

たか。もっとも当てはまる番号１つに○をつけてください。 

 

「利用できた」が40.9％、「育児休業を切り上げるなど調整して利用できた」が2.9％、「利用できなかっ

た」が39.8％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用できた

40.9%

育児休業を切り

上げるなど調整

して利用できた

2.9%

利用できな

かった

39.8%

その他

10.2%

無回答

6.3%

(n=560)

65.5 

17.9 

15.9 

4.3 

0.4 

2.1 

25.4 

2.7 

0 20 40 60 80

イライラしたときに感情的な言葉を

ぶつけることがある

たたくなどの体罰（暴力）

をふるってしまうことがある

しつけのし過ぎ

無視・放置

長時間、食事を与えないときや、

身の回りの世話をしないときがある

その他

特にない

無回答

(n=560) (%)
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（６）子どもと接する時間 

問２４ 平日にお子さんと一緒に何かをしたり、相手をしている時間は、平均するとだいたい

どれくらいになりますか。もっとも近い番号１つに○をつけてください。 

 

「1時間以上2時間未満」が25.4％で最も高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（７）仕事、家庭、プライベートの優先度 

問２５ あなたの生活の中で、「仕事時間」と「家事（育児）時間」「プライベートの生活時間」

の優先度についてうかがいます。 

（1）「希望」と（2）「現実」について、もっとも当てはまるものを回答欄の中からそ

れぞれ１つ選んで○をつけてください。 

※現在、仕事をしていない方は、今後のお考えをお答えください。 

 

① 希望 

「『家事（育児）時間』と『プライベートの生活時間』をともに優先」が42.3％で最も高く、次いで「『仕

事時間』と『家事（育児）時間』をともに優先」が24.5％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.3 

9.6 

22.3 

25.4 

17.7 

10.2 

9.5 

3.0 

0 10 20 30

15分未満

15分以上30分未満

30分以上1時間未満

1時間以上2時間未満

2時間以上3時間未満

3時間以上4時間未満

4時間以上

無回答

（n=560） (%)

1.4 

17.7 

6.1 

24.5 

3.4 

42.3 

1.1 

3.6 

0 10 20 30 40 50

「仕事時間」を優先

「家事（育児）時間」を優先

「プライベートの生活時間」を優先

「仕事時間」と「家事（育児）時間」をともに優先

「仕事時間」と「プライベートの生活時間」をともに優先

「家事（育児）時間」と「プライベートの生活時間」をともに優先

その他

無回答

（n=560）
(%)
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② 現実 

「『家事（育児）時間』を優先」が31.4％で最も高く、次いで「『仕事時間』と『家事（育児）時間』

をともに優先」が27.3％、「『仕事時間』を優先」が24.3％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

24.3 

31.4 

1.1 

27.3 

1.1 

10.7 

0.7 

3.4 

0 10 20 30 40

「仕事時間」を優先

「家事（育児）時間」を優先

「プライベートの生活時間」を優先

「仕事時間」と「家事（育児）時間」をともに優先

「仕事時間」と「プライベートの生活時間」をともに優先

「家事（育児）時間」と「プライベートの生活時間」をともに優先

その他

無回答

（n=560） (%)
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８．調査票の回答者について 

（１）回答者の続柄 

問２６ この調査票にご記入いただいた方はどなたですか。当てはまる番号１つに○をつけて

ください。（宛名のお子さんからみた関係を答えてください）。 

 

「母親」が82.0％で最も高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）回答者の年代 

問２７ この調査票をご記入いただいた方の年代について、当てはまる番号１つに○をつけて

ください。 

 

「40～44歳」が37.0％で最も高く、次いで「35～39歳」が26.1％、「45～49歳」が18.8％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

母親

82.0%

父親

16.3%

祖母

0.0%

祖父

0.2%

その他

0.7%

無回答

0.9%

(n=560)

-

-

1.8

10.2

26.1

37.0

18.8

5.0

0.2

0.2

0.9

0 10 20 30 40

20歳未満

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

40～44歳

45～49歳

50～54歳

55～59歳

60歳以上

無回答

(n=560) (%)
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（３）子育て支援サービスへの負担感 

問２８ 子育て支援サービスへの負担感についてうかがいます。あなたは、子育て支援サービ

スに要する利用料などの料金負担に見合うサービスを受けていると思いますか。もっ

とも当てはまる番号１つに○をつけてください。 

 

「負担に見合うサービスは受けていると思う」が40.9％で最も高く、次いで「あまり負担に見合うサー

ビスを受けていないと思う」が23.8％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【家庭類型別】 

「負担以上のサービスを受けていると思う」はフルタイム×フルタイム家庭で11.2％と他に比べて高

くなっている。一方、「負担に見合うサービスを受けていないと思う」は、専業主婦（夫）家庭で10.7％

と他に比べて高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

負担以上の

サービスを

受けていると思う

7.5%

負担に見合う

サービスは

受けていると思う

40.9%

あまり負担に見合う

サービスを

受けていないと思う

23.8%

負担に見合うサービスを

受けていないと思う

9.1%
その他

14.1%

無回答

4.6%

(n=560)

7.5

11.2

3.6

2.5

-

45.3

49.1

44.2

42.6

25.0

18.9

19.8

26.1

25.4

25.0

7.5

6.0

8.0

10.7

-

13.2

11.2

14.5

14.8

25.0

7.5

2.6

3.6

4.1

25.0

ひとり親家庭(n=53)

フルタイム×フルタイム家庭(n=116)

フルタイム×パートタイム家庭(n=138)

専業主婦（夫）家庭(n=122)

パートタイム×パートタイム家庭(n=4)

負担以上のサービスを受けていると思う 負担に見合うサービスは受けていると思う

あまり負担に見合うサービスを受けていないと思う 負担に見合うサービスを受けていないと思う

その他 無回答

（％）
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（４）世帯収入 

問２９ 世帯収入についてうかがいます。昨年（平成２９年）の年間の世帯の総収入はどのく

らいですか。当てはまる番号１つに○をつけてください。（生計を一つにする世帯の収

入でお答えください。） 

 

「700～1,000万円未満」が24.8％で最も高く、次いで「500～700万円未満」が24.1％、「300～500万円

未満」が18.4％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

3.0

8.2

18.4

24.1
24.8

15.7

1.4 1.1

3.2

0

5

10

15

20

25

30

1
0
0
万
円
未
満

1
0
0
～
3
0
0
万
円
未
満

3
0
0
～
5
0
0
万
円
未
満

5
0
0
～
7
0
0
万
円
未
満

7
0
0
～
1
,
0
0
0
万
円
未
満

1
,
0
0
0
～
1
,
5
0
0
万
円
未
満

1
,
5
0
0
～
2
,
0
0
0
万
円
未
満

2
,
0
0
0
万
円
以
上

無
回
答

(n=560)
(%)
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（５）世帯収入に対する教育・保育事業への支出の負担感 

問３０ 世帯収入に対して教育・保育事業への支出の負担感はどのくらいですか。当てはまる

番号１つに○をつけてください。 

 

「負担である」が45.7％で最も高く、次いで「あまり負担には感じない」が27.7％、「大変負担である」

が17.3％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）現在の暮らし向き 

問３１ あなたは、現在の暮らし向きをどう感じていますか。当てはまる番号１つに○をつけ

てください。 

 

「ふつう」が41.6％で最も高く、次いで「やや苦しい」が32.5％、「ややゆとりがある」が12.0％となっ

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大変苦しい

11.4%

やや苦しい

32.5%ふつう

41.6%

ややゆとりがある

12.0%

大変ゆとりがある

0.7%

無回答

1.8%

(n=560)

大変負担である

17.3%

負担で

ある

45.7%

あまり負担には

感じない

27.7%

負担ではない

5.5%

その他

1.4%

無回答

2.3%

(n=560)
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（７）生活の中で負担に感じる費用 

問３２ あなたが生活の中で負担に感じる費用に当てはまる番号１つに○をつけてください。

 

「育児・教育費」が35.5％で最も高く、次いで「住宅費」が33.8％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

育児・教育費

35.5%

食費

14.1%

住宅費

33.8%

衣服費

1.1%

医療費

1.3%

その他

4.1%
無回答

10.2%

(n=560)
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（８）自由意見 

問３３ 最後に、子育て支援サービスの充実など子育ての環境や支援に関してご意見がござい

ましたら、ご自由にご記入ください。 

 

子育て全般に関する記述式意見を類型化して整理した。181人から合計198件の回答があり、次のとお

りとなっている。 

 

 

 

 

１．子育て全般に関する意見 19件 

２．情報提供・相談の場所や機会の提供に関する意見 14件 

３．保育サービスの充実に関する意見 7件 

４．学校への要望等 13件 

５．あいキッズに関する意見 17件 

６．保健医療サービスの充実に関する意見 2件 

７．負担の軽減・不公平感等に関する意見 36件 

８．公園など遊び場の整備・機能向上に関する意見 37件 

９．子どものための施設の整備・充実に関する意見 31件 

10．子どもの安全に関する意見 8件 

11．その他の意見 14件 

合  計 198件 

 

 

 

 

 



 

 

 



【 
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